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旧 県 立 美 術 館 改 修 工 事
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管理建築士　一級建築士大臣登録 第 177796 号

Ｎ

補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計 一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

工事名称

図面名称

作成年月
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防火指定なし（法２２条区域）

第３種風致地区

第１種住居地域　6/10、20/10

旧県立美術館改修工事

配置図　A1:1/250　A3:1/500
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増築部分
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A-05-1

安　田　勇　二

変更図
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軽鉄下地

押出成形セメント板　フラット板　t60縦張り外壁

砂壁状吹付材：合成樹脂エマルジョン砂壁状陶器質骨材仕上

100角磁器質タイル貼りスロープ・階段

外壁１時間耐火：ＦＰ０６０ＮＥ－９０３７

柱・梁 耐火被覆 吹付ロックウール被覆厚25

デッキコンクリート下地　ウレタン塗膜防水 X-2

補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計 一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

図面名称

作成年月

A3
A1

工事名称

旧県立美術館改修工事

床
階

１

階

仕 上 げ 材 質 塗 装 高 さ

壁

仕 上 げ 仕 上 げ

天 井

高 さ 廻り縁 ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ
ﾌﾞﾗﾝﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ
備 考

巾 木

内装制限 内装制限

風 除 室 １

風 除 室 ２

ホール

市民活動スペース

テナントカフェ

ビニル巾木 

ビニル巾木 

ビニル巾木 

ビニル巾木 

ビニル巾木 

７５

７５

７５

７５

７５

モルタル下地

軽鉄下地 構造用合板12+PB9.5（二重張）

モルタル下地

モルタル下地
不 燃

不 燃

不 燃

不 燃

不 燃

(下地共)

軽鉄下地

軽鉄下地

軽鉄下地

ＥＰ吹付 白色塗装

コンクリートスラブ現し

軽鉄下地 石こうボード12.5

2,500

2,500

2,500

会議室

男子更衣室

女子更衣室

廊下

男子トイレ

女子トイレ

多目的トイレ

湯沸

機械室１

機械室２

機械室３

機械室４

授乳室１

授乳室２

コインロッカー室

倉庫１－１

倉庫１－２

倉庫１－３

倉庫１－４

倉庫１－５

倉庫１－６

倉庫１－７

ビニル巾木 

ビニル巾木 

ビニル巾木 

ビニル巾木 

ビニル巾木 

ビニル巾木 

ビニル巾木 

ビニル巾木 

ビニル巾木 

ビニル巾木 

ビニル巾木 

ビニル巾木 

ビニル巾木 

ビニル巾木 

ビニル巾木 

ビニル巾木 

７５

７５

７５

７５

７５

７５

７５

７５

７５

７５

７５

７５

７５

７５

７５

７５

軽鉄下地 石こうボード12.5

軽鉄下地 石こうボード12.5

軽鉄下地 石こうボード12.5

軽鉄下地 耐水石こうボード12.5

軽鉄下地 耐水石こうボード12.5

軽鉄下地 耐水石こうボード12.5

化粧ケイカル板 ｱ6.0　

軽鉄下地 石こうボード12.5

軽鉄下地 石こうボード12.5

軽鉄下地 石こうボード12.5

軽鉄下地 石こうボード12.5

軽鉄下地 石こうボード12.5

軽鉄下地 石こうボード12.5

不 燃

不 燃

不 燃

不 燃

不 燃

不 燃

管理者用トイレ

不 燃

(下地共)

不 燃

不 燃

不 燃

不 燃

不 燃

不 燃

不 燃

不 燃

不 燃

不 燃

不 燃

不 燃

不 燃

不 燃

不 燃

不 燃

不 燃

不 燃

不 燃

不 燃

(下地共)

不 燃

(下地共)

不 燃

(下地共)

厨房
不 燃

(下地共)
ビニル巾木 ７５

不 燃

(下地共)

(下地共)

不 燃

不 燃

(下地共)

軽鉄下地

軽鉄下地

軽鉄下地

軽鉄下地

軽鉄下地

軽鉄下地

軽鉄下地

モルタル金ゴテ仕上

モルタル金ゴテ仕上

モルタル下地

200角磁器タイル

モルタル下地

200角磁器タイル

モルタル下地

モルタル下地

モルタル下地

不 燃

モルタル下地

モルタル下地

モルタル下地

モルタル下地

モルタル下地

200角磁器タイル貼

モルタル下地

200角磁器タイル貼

防水モルタル下地

200角磁器タイル貼

防水モルタル下地

200角磁器タイル貼

下地モルタル補修

下地モルタル補修

下地モルタル補修

下地モルタル補修

コンクリート 現し

下地モルタル補修

下地モルタル補修

下地モルタル補修

モルタル下地

下地モルタル補修

ベネチアート塗装

ベネチアート塗装

ベネチアート塗装

不 燃

(下地共)

不 燃

不 燃

(下地共)

不 燃

(下地共)

モルタル金ゴテ仕上

軽鉄下地

軽鉄下地

2,500

2,500

3,850

塩ビ

塩ビ

2,500

2,500

2,500

2,500 塩ビ

2,500 塩ビ

2,500 塩ビ

2,500 塩ビ

2,500 塩ビ

塩ビ

軽鉄下地

軽鉄下地

軽鉄下地

軽鉄下地

軽鉄下地

軽鉄下地

軽鉄下地

コンクリートスラブ 現し

軽鉄下地

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

3,000

2,500

2,500

2,500

大屋根

塔屋　屋根

タイル・モルタル浮き部ピンニング工法（全体の３０％）
補強壁開口補修部:磁器質タイル 200角磁器タイル(INAX程度)

銅板葺き

2階屋根 軒樋内部
バルコニー屋根、庇

ポーチ南・西・北 土間コンクリート厚150　合成木材デッキ(ア)30金具止め工法

軒天井(ﾓﾙﾀﾙ･ｺﾝｸﾘｰﾄ面)

外部Ａ階段裏 

ウレタン塗膜防水 X-2

ウレタン塗膜防水 X-2

外壁(３階)

外壁(壁他)

開口部新設壁

外側耐震壁

本体 増築

屋根

砂壁状吹付材：合成樹脂エマルジョン砂壁状陶器質骨材仕上

(山本窯業：カラーセラミック程度)

モルタル浮き部ピンニング工法（全体の１５％）

透湿防水型外壁仕上材吹

土間コンクリート厚150　合成木材デッキ(ア)30金具止め工法

自転車置場

屋根 ウレタン塗膜防水 X-2

外壁 砂壁状吹付材：合成樹脂ｴﾏﾙｼﾞｮﾝ砂壁状陶器質骨材仕上

(山本窯業：カラーセラミック程度)

透湿防水型外壁仕上材吹軒・天井
(ﾓﾙﾀﾙ･ｺﾝｸﾘｰﾄ面)

5,350

5,350

3,850

3,850

3,850

2,500

3,850

2,500

3,850

内 部 仕 上 表

外 部 仕 上 表

準不燃

準不燃

準不燃

準不燃

準不燃

準不燃

屋根30分耐火：ＦＰ０３０ＲＦ－００５３

柱１時間耐火：ＦＰ０６０ＣＮ－０５３９

梁１時間耐火：ＦＰ０６０ＢＭ－０３３３

ＥＶホール

（増築部）

室 名 排煙

－

－

自然

排煙

自然

排煙

告示

④

告示

④

④

告示

④

告示

④

告示

④事務室

管理運営団体

告示

②

告示

②

告示

②

告示

②

告示

②

告示

②

告示

②

告示

②

告示

②

告示

②

告示

②

告示

②

告示

②

告示

②

告示

②

告示

②

告示

②

告示

②

告示

②

告示

②

告示

自然

排煙

床１時間耐火：ＦＰ０６０ＦＬ－９０９６

仕上表１

2020.1

Ａ－０８

ホワイトボードシート貼

ホワイトボードシート貼

ＥＰ

ＥＰ

ＥＰ

ＥＰ

ＥＰ

ＥＰ

モルタル補修　ＥＰ

タイル補修

タイル補修

ＥＰ

ＥＰ塗装　一部腰100角半磁器タイル

ＥＰ

ＥＰ

ＥＰ

ＥＰ

ＥＰ

弾性ウレタン塗床

ビニル床シート t=2.0

ビニル床シート t=2.0

ビニル床シート t=2.0

ビニル床シート t=2.0

ビニル床シート t=2.0

ビニル床シート t=2.0

ビニル床シート t=2.0

200角磁器タイル貼

ビニル床シート t=2.0

コンクリート直均し

ビニル床シート t=2.0

ビニル床シート t=2.0

ビニル床シート t=2.0

タイルカーペット ｱ6.5

ビニル床シート t=2.0

ビニル床タイル t=2.0

ビニル床タイル t=2.0

コンクリート 現し

コンクリート 現し

モルタル金ゴテ仕上　防塵塗装（既存存置）

モルタル金ゴテ仕上　防塵塗装（既存存置）

モルタル金ゴテ仕上　防塵塗装（既存存置）

モルタル金ゴテ仕上　防塵塗装（既存存置）

モルタル金ゴテ仕上　防塵塗装（既存存置）

軽鉄下地 石こうボード12.5

軽鉄下地 石こうボード12.5

モルタル金ゴテ仕上（既存存置）

モルタル金ゴテ仕上（既存存置）

モルタル金ゴテ仕上（既存存置）

モルタル金ゴテ仕上（既存存置）

モルタル金ゴテ仕上（既存存置）

モルタル金ゴテ仕上（既存存置）

モルタル金ゴテ仕上（既存存置）

モルタル金ゴテ仕上（既存存置）

コンクリートスラブ 現し

コンクリートスラブ 現し

軽鉄下地

木毛セメント板 25打込 白セメント吹付（既存存置）

木毛セメント板 25打込 白セメント吹付（既存存置）

木毛セメント板 25打込 白セメント吹付（既存存置）

木毛セメント板 25打込 白セメント吹付（既存存置）

木毛セメント板 25打込 白セメント吹付（既存存置）

化粧石こうボード t=9.5

化粧石こうボード t=9.5

化粧石こうボード t=9.5

化粧石こうボード t=9.5

化粧石こうボード t=9.5

化粧石こうボード t=9.5

化粧石こうボード t=9.5

化粧石こうボード t=9.5

化粧石こうボード t=9.5

アルミスパンドレル焼付仕上（既存存置）

アルミスパンドレル焼付仕上（既存存置）

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

ロックウール吸音板 t=9

ロックウール吸音板 t=9

ロックウール吸音板 t=9

ロックウール吸音板 t=9

ロックウール吸音板 t=9

ロックウール吸音板 t=9

ロックウール吸音板 t=9

ロックウール吸音板 t=9

ロックウール吸音板 t=9

不 燃

不 燃

不 燃

不 燃

準不燃

準不燃

準不燃

準不燃

準不燃

準不燃

準不燃

化粧石こうボード t=9.5（不燃）

化粧石こうボード t=9.5（不燃）

不 燃

不 燃 3,850

2,500

2,900

2,800

安　田　勇　二管理建築士　一級建築士大臣登録 第 177796 号 変更図
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補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計 一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

図面名称

作成年月

A3
A1

工事名称

旧県立美術館改修工事

階 備 考

階

２

床

仕 上 げ

巾 木

材 質 塗 装 高 さ

壁

仕 上 げ

天 井

仕 上 げ 高 さ 廻り縁 ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ
ﾌﾞﾗﾝﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ内装制限 内装制限

内 部 仕 上 表

風 除 室 ３

ホール

７５

７５ビニル巾木

ビニル巾木
防水モルタル下地

200角磁器タイル

モルタル下地

ベネチアート塗装

モルタル下地　ベネチャート塗装

石こうボード ｱ12.5 ベネチアート塗装 下がり壁

軽鉄下地
不 燃

不 燃 塩ビ
杉ワッパ清掃再取付(見付面積 10％以下)

2,500

3,400

壁材・天井材 仕様

・石膏ボード t=12.5　　　　　 不燃材料　　ＮＭ－８６１９

・石膏ボード t=9.5　　　　　　準不燃材料　ＱＭ－９８２８

・化粧石膏ボード t=9.5　　　　準不燃材料　ＱＭ－０５２４

・岩綿吸音板 t=9.5、12　　　　不燃材料　　ＮＭ－８５９９

・ケイ酸カルシウム板 t=6、8　 不燃材料　　ＮＭ－３５２２

・木毛セメント板 t=25　　　　 準不燃材料　ＱＭ－９７０１

スタジオＡ３

倉庫３－１

ビニル巾木

ビニル巾木

７５

７５

スタジオＡ１

スタジオＡ２

スタジオＢ

倉庫２－１

倉庫２－２

倉庫２－３

倉庫２－４

倉庫２－５

倉庫２－６

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

７５

７５

７５

７５

７５

７５

７５

７５

軽鉄下地 構造用合板12+PB9.5 （二重張）

軽鉄下地 石こうボード12.5

軽鉄下地 石こうボード12.5

軽鉄下地 石こうボード12.5

軽鉄下地 石こうボード12.5
不 燃

軽鉄下地 構造用合板12+PB9.5  （二重張）

ナラフローリング直貼り ｱ15塗装品

下地モルタル補修

下地モルタル補修

下地モルタル補修

下地モルタル補修

下地モルタル補修

タイルカーペット ｱ6.5貼

下地モルタル補修

ビニル床タイル ｱ2.0

不 燃

不 燃

不 燃

不 燃

不 燃

不 燃

不 燃

不 燃

不 燃

不 燃

(下地共)

軽鉄下地 石こうボード12.5

軽鉄下地 石膏ボード12.5

下地モルタル補修

鉄骨下地準構造化天井下地組

耐震天井改修

軽鉄下地　石膏ボード ｱ9.5

準不燃

準不燃

準不燃

準不燃

軽鉄下地 構造用合板12＋PB12.5  （二重張）
3,000

3,000

準不燃

準不燃

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

3,000

15,500

不 燃 ～

７５ビニル巾木
下地モルタル補修 モルタル下地

ベネチアート塗装
不 燃 塩ビ

タイルカーペット ｱ6.5貼

軽鉄下地
2,500不　燃受付

３

階

タイルカーペット ｱ6.5貼

コンクリート金ごて押え下地
ビニル巾木 ７５ 不 燃

軽鉄下地 石こうボード12.5
不 燃

軽鉄下地
塩ビ2,450

排煙室 名

ＥＶホール

（増築部）

－

排煙

排煙

機械

機械

告示

④

排煙

自然

不 燃

(下地共)

排煙

機械

告示

②

告示

②

告示

②

告示

②

告示

②

告示

②

自然

排煙

告示

②

自然

排煙

仕上表２

共通事項：内装材料のホルムアルデヒド放散等級は、規制対象外（Ｆ☆☆☆☆）とする。

Ａ－０９

2020.1

セルフレベリング下地

ナラフローリング直貼り ｱ15塗装品

セルフレベリング下地

ナラフローリング直貼り ｱ15塗装品

セルフレベリング下地

弾性ウレタン塗床仕上

ビニル床シート t=2.0

ビニル床タイル t=2.0

ビニル床タイル t=2.0

セルフレベリング下地

モルタル金ゴテ仕上（既存存置）

ビニル床タイル t=2.0

ビニル床タイル t=2.0

2,500

2,500

倉庫２－８

排煙機械室

男子トイレ

女子トイレ

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

７５

７５

７５

軽鉄下地 石こうボード12.5

軽鉄下地 耐水石こうボード12.5

軽鉄下地 耐水石こうボード12.5

下地モルタル補修

下地モルタル補修

下地モルタル補修

下地モルタル補修

不 燃

不 燃

不 燃

不 燃

準不燃

軽鉄下地

軽鉄下地

3,000不 燃

不 燃

不 燃 塩ビ

塩ビ

塩ビ

スタッフルーム１

スタッフルーム２

ビニル巾木

ビニル巾木

７５

７５

軽鉄下地 石こうボード12.5

軽鉄下地 石こうボード12.5

下地モルタル補修

下地モルタル補修

不 燃

(下地共)

不 燃

(下地共)

軽鉄下地

軽鉄下地

不 燃

(下地共)

不 燃

(下地共)
塩ビ

塩ビ

2,500ビニル巾木 ７５
軽鉄下地 石こうボード12.5

不 燃
軽鉄下地

不 燃 塩ビ
コンクリート金ごて押え下地ＥＶホール

（増築部） 排煙

機械

告示

②

告示

②

告示

②

告示

②

告示

告示

④

④

ビニル床タイル t=2.0

ビニル床シート t=2.0

ビニル床シート t=2.0

ビニル床シート t=2.0

タイルカーペット t=6.5貼

タイルカーペット t=6.5貼

ビニル床シート t=2.0

軽鉄下地 岩綿吸音板 t=9

ＥＰ 白色塗装

ＥＰ 白色塗装

ＥＰ 白色塗装

ビニル巾木

ビニル巾木

７５
軽鉄下地軽鉄下地 ケイ酸カルシウム板 t=8.0

ＥＰ

ＥＰ

ＥＰ

ＥＰ

モルタル金ゴテ仕上（既存存置）

素地

素地

軽鉄下地 石こうボード12.5

素地
ビニル巾木 ７５

ＥＰ

ＥＰ

ホワイトボードシート貼（一部ＥＰ）

ホワイトボードシート貼（一部ＥＰ）

ＥＰ

ＥＰ 白色塗装

ＥＰ

ＥＰ

アルミスパンドレル焼付仕上（既存存置）

軽鉄下地

岩綿吸音板 t=9.0

ＥＰ 白色塗装

化粧石こうボード t=9.5

軽鉄下地

化粧石こうボード t=9.5

軽鉄下地

化粧石こうボード t=9.5

軽鉄下地

化粧石こうボード t=9.5

準不燃

不 燃 コンクリートスラブ 現し（既存存置）

軽鉄下地

化粧石こうボード t=9.5

軽鉄下地

化粧石こうボード t=9.5

軽鉄下地

化粧石こうボード t=9.5

ロックウール吸音板 t=9

ロックウール吸音板 t=9

ロックウール吸音板 t=9

ロックウール吸音板 t=9

ロックウール吸音板 t=9

不　燃
軽鉄下地

軽鉄下地

化粧石こうボード t=9.5

ロックウール吸音板 t=9

ロックウール吸音板 t=9

石こうボード t=9.5＋ロックウール吸音板 t=9

ロックウール吸音板 t=9

不　燃

不　燃

3,000

3,500

3,800

2,500

2,500

2,500

2,500

2,500

3,800

3,000

3,000
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シャワー

2,000

1,
8
51

.5
1
,8

51
.
5

1,
40
0

補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計 一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

図面名称

作成年月

1:100
1:200A3

A1

工事名称

旧県立美術館改修工事

デッキ

デッキデッキ

デッキ

デッキ

倉庫１－１

UP

ＥＶ
26人乗

EXP.J

トイレ
多目的

男子トイレ

倉庫

１－２

市民活動スペース

機械室２ 機械室１

UP

5,400 5,400 5,400 5,400 5,400

１ ２ ３ ４ ５ ６

54,000

10,800 5,400 5,400 5,400

7,850

７ ８ ９ 10 11

2,950

1,200 3,000 3,650

220 3,230 200

2
,6

00
7,

20
0

5
,8

00
5
,8

00
7,

20
0

2
,6

00

Ｇ

Ｆ

Ｅ

Ａ

Ｃ

Ｄ

31
,
20

0

B1

１ ２ ３ ４ ５ ６

5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400

54,000

７ ８ ９ 10 11

Ｇ

Ｆ

Ｅ

Ａ

Ｃ

Ｄ

E-1

E-2

17
,
40

0
7,

20
0

2,
90

0
3
,4

0
0

9
00

20
0

3
,0

0
0

2
00

4,
00
0

B2

B1

2
,6

00

2
,6

00

5
,8

0
0

5
,8

00
5
,8

00

2,700 2,700 2,700 2,700 1,800 3,6002,080 3,320

4,
40

0
1,

40
0

2
,0

97

2,0971,651.5 1,651.5

1,
87

5
7
25

更衣室

女子 男子

更衣室

Ａ階段

UP

ＤＳ

倉庫

１－４

管理運営団体事務室

授乳室１
コイン

ロッカー室

授乳室２

風除室１

風除室２

ユニット

脱衣 シャワー
ユニット

脱衣

会議室

機械室４

厨房

UP

倉庫
湯沸

機械室３倉庫

通用口

ホール

1,825 3,575

倉庫
１－３

3,200 2,200

トイレ

1,
30
0

3
,1

00

1
,5

00
2,

90
0

1,
70

0
4
00

テナントカフェ
29

0
1
,4

10
1
,9

55

1,350 1,600 2,450

1,
30

0
4,

50
0

2,
30

0
3,

50
0

Ｎ

１－６

１－７

廊 下

UP

スロープ スロープ

Ａ階段

UP

6,600

9
,1

00

3,
60
0

Ｃ階段

3,600

5,
5
00

3,000

煙
突2,

00
0

1,200

EXP.J

Ｂ階段

特
ＥＶホール

有効幅 2,900、踏面 300、蹴上 167

手すりあり

Ｂ階段

有効幅 1,700、踏面 280、蹴上 167

手すりあり

屋外階段

有効幅 970、踏面 260、蹴上 180　

手すりあり

6-1 6-2 7-1

Ｃ階段

有効幅 1,400、踏面 280、蹴上 167

手すりあり

１階平面図

敷地内通路

1,500以上

スロープ

北側スロープ

有効幅 1,650、勾配 1/12以下、手すりあり

26人乗エレベーター

出入口寸法　W=1,200×H=2,100

かご室寸法　W=1,500×L=2,500×H=2,280

IH

IH

4
10

4
,9

80
4
10

700 1,200 700

5,
2
00

2,
00

0

女子トイレ

１－５
倉庫

2020.1

Ａ－１０

着色部（102㎡）

　コンクリート土間下の地盤沈下が確認されたため

　特殊ウレタン樹脂注入（テラテック工法同等）を行う。
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補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計 一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

図面名称

作成年月

1:100
1:200A3

A1

工事名称

旧県立美術館改修工事

倉庫２－６

5,400 5,400 5,400 5,400 5,400

１ ２ ３ ４ ５ ６

DN
UP

女子トイレ

スタッフルーム１

倉庫２－１

ＥＶ
26人乗

ＥＶホール

屋 根

屋 根

DN

2
,6

00
7,

20
0

5
,8

00
5
,8

00
7,

20
0

2
,6

00

Ｇ

Ｆ

Ｅ

Ａ

Ｃ

Ｄ

31
,
20

0 スタジオＡ２ スタジオＡ１

１ ２ ３ ４ ５ ６

5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400

54,000

７ ８ ９ 10 11

Ｇ

Ｆ

Ｅ

Ａ

Ｃ

Ｄ

E-1

E-2

17
,
40

0
7,

20
0

2,
90

0
3
,4

0
0

9
00

20
0

3
,0

0
0

2
00

4,
00
0

B2

B1

2
,6

00
1,

40
0

B1

2,475 2,925 575 4,825 3,100

750325

2,300

5,975

54,000

10,800 5,400 5,400 5,400

7,850

７ ８ ９ 10 11

2
,6

00

DS

DS

倉庫２－２

3
,6
0
0

650R

3
,2

00
2
00

2,
1
00

3,
50

0

1,075

2,475 3,500

5
,8

0
0

5
,8

00
5
,8

00

2
,7

00
3
,1

00

1,560 3,840

EXP.J

ＤＳ

スタッフルーム２
受付

煙
突

ホール

1,600

2,000 3,400 1,500 3,900

1,500 3,9002,950

1,200 3,000 3,650

220 3,230 200

3,400 2,000

排煙機械室

倉庫

２－８

DN

UP

倉庫

２－５

バルコニー

スタジオＢ

EXP.J

Ｎ

Ａ階段

有効幅 2,900、踏面 300、蹴上 167
Ａ階段

Ｃ階段

DN Ｂ階段

庇
庇　W=1,000（２辺固定）

倉庫２－４

倉庫２－３

2,
50
0

4
,7

0
0

4,
7
00

2,
50

0

風除室３

特

屋外階段屋外階段

有効幅 970、踏面 260、蹴上 180　

手すりあり

6-1 6-2 7-1

手すりあり

Ｂ階段

有効幅 1,700、踏面 280、蹴上 167

手すりあり

Ｃ階段

有効幅 1,400、踏面 280、蹴上 167

手すりあり

バルコニー手すり高さ　H=1,100

26人乗エレベーター

出入口寸法　W=1,200×H=2,100

かご室寸法　W=1,500×L=2,500×H=2,280

２階平面図

吊りバトン
3.0m×5.8m

耐荷重300kg

2,
90

0
2,

90
0

2,
90

0
2,

90
0

2,
90

0
2,

90
0

5
,8

00
5
,8

00
5
,8

00

3,000

吊りバトン
3.0m×5.8m
耐荷重300kg

2,700 2,700 2,700 2,700

2020.1

Ａ－１１
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補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計 一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

図面名称

作成年月

1:100
1:200A3

A1

工事名称

旧県立美術館改修工事

▲

１５０

▲

１５０

ＤＳ

スタジオＡ３

34
,
00

0

1,
40

0
2
,6

00
7,

20
0

5
,8

00
5
,8

00
7,

20
0

2
,6

00
1,

40
0

3
25

2,
27

5

Ｇ

Ｆ

Ｅ

Ａ

Ｃ

Ｄ

PS

5,400 5,400 5,400 5,400 5,400

27,500

250 250

1,400 4,000

１ ２ ３ ４ ５ ６

代替進入口間隔　10,000 代替進入口間隔　10,000代替進入口間隔　7,650

代
替

進
入

口
間

隔
　

10
,0

00
代

替
進

入
口

間
隔

　
1
0,

0
00

代
替

進
入

口
間

隔
　

7
,1

75
代

替
進

入
口

間
隔

　
7
,1

75
DN

2,400 3,000

代替進入口 代替進入口 代替進入口

代替進入口

代替進入口

代替進入口

代替進入口

倉庫３－１

ＥＶ
26人乗

1,200以上

EXP.J

EXP.J

ＥＶホール

950

5
,8

00

屋 根

屋 根

１ ２ ３ ４ ５ ６

7,850

1,200 3,000 3,650

220 3,230 200

5,400 5,400 5,400 5,400 5,400250 250

27,500

Ｇ

Ｆ

Ｅ

Ａ

Ｃ

Ｄ

1,
40

0
2
,6

00
7,

20
0

5
,8

00
5
,8

00
7,

20
0

2
,6

00
1,

40
0

34
,
00

0

2,
90

0
3
,4
0
0

9
00

20
0

3
,0
0
0

2
00

E-1

E-2

スタジオＡ３

B1 B1

1,
40
0

5
,8

0
0

B2

Ｎ 6-1 6-2 7-1

Ｃ階段

スタジオＡ１　上部吹抜

代替進入口

特

屋外階段

有効幅 970、踏面 260、蹴上 180　

手すりあり Ｃ階段

有効幅 1,400、踏面 280、蹴上 167　

手すりあり

３階平面図

26人乗エレベーター

出入口寸法　W=1,200×H=2,100

かご室寸法　W=1,500×L=2,500×H=2,280

吊りバトン
3.0m×5.8m
耐荷重300kg

吊りバトン
3.0m×5.8m

耐荷重300kg

DN

2020.1

Ａ－１２
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吹　抜

吹　抜

吹　抜

補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計 一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

図面名称

作成年月

1:100
1:200A3

A1

工事名称

旧県立美術館改修工事

Ｎ

吹　抜

26
,
00

0

1,
40
0

2,
90
0

2,
90

0
2,

90
0

2,
90

0
2,

90
0

2,
90

0
2,

90
0

2,
90

0
1,

40
0

5,40012,800 12,800

Ｆ

Ｅ

Ｃ

Ｄ

B1

6,
00

0
6,

00
0

12,800 5,400 12,800

３ ４

３ ４

塔屋階平面図

ブドウ棚

ブドウ棚

2020.1

Ａ－１３
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１ ２ ３ ４ ５ ６

2

,

6

0

0

7

,

2

0

0

5

,

8

0

0

5

,

8

0

0

7

,

2

0

0

2

,

6

0

0

5,4005,4005,4005,4005,400

5,4005,4005,4005,4005,400

2,0002,000

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ2

Ｂ1

Ｇ

Ａ

3

8

,

0

0

0

3

1

,

2

0

0

2,0002,000
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5
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0
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0
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,

0
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φ
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,

0

0

0

φ
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,

0

0

0

φ
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,
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0
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,

0
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0
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0
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補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録

秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

株式会社　　コスモス設計

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

A1

1:100

1:200

A3

2019.3

屋 根 伏 図

旧 県 立 美 術 館 改 修 工 事

Ａ－１４

ルーフドレイン：計１６ヵ所　既存撤去・ステンレス１００Φ

キャップ付・新設

・ウレタン塗膜防水

・ウレタン塗膜防水

大屋根樋防水：改修

塔屋屋根防水：改修
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補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計 一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

工事名称

図面名称

作成年月

A3
A1 1:150

1:300

旧県立美術館改修工事

54,000

5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11

4,000 17,400

5,800 5,800 5,800

7,200

2,900 3,400 900

200 3,000 200

2,600

Ａ B2 Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ

54,000

5,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,400

１２３４５６８９1011

4,00017,400

5,8005,8005,800

7,2002,600

ＡB2ＣＤＥＦＧ

2,950 7,850

3,650 3,000 1,200

200 3,230 220

7-1 6-16-2

E-1 E-2

南側立面図　A1:1/150　A3:1/300 東側立面図　A1:1/150　A3:1/300

北側立面図　A1:1/150　A3:1/300 西側立面図　A1:1/150　A3:1/300

バルコニー手すり高さ　H=1,100 バルコニー手すり高さ　H=1,100

立面図

2020.1

Ａ－１５

安　田　勇　二管理建築士　一級建築士大臣登録 第 177796 号

変更図
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補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計 一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

工事名称

図面名称

作成年月

A3
A1 1:150

1:300

旧県立美術館改修工事

34,580

27,000

5,400 5,400 5,400 5,400 5,400

１ ２ ３ ４ ５ ６ 6-1 7-1

5
00

4
,0

00
4
,5

00

1
3,

00
0

10
,
00

0

23
,0

00

5
,2

0
0

▽1FL

▽3FL

▽2FL

▽軒の高さ

▽最高の高さ

避雷設備高さ

約10,800西側道路幅員　16,100 約9,000

5
00

4
,0

00
4
,0

0
0

19,420

11

▽1FL
▽GL

▽2FL

▽3FL

▽軒の高さ(増築部)
▽最高の高さ(増築部)

▽
道

路
境
界

線
（

西
側

）

▽
隣

地
境
界

線
（

東
側

）

▽GL+20,000（風致地区の高さ制限）

ＥＶピット

ＥＶホール

ＥＶホール

ＥＶホール

倉庫

倉庫

Ｃ階段

Ｃ階段

3
,0

00

4,000 5,800 5,800 5,800

Ａ B2 Ｃ Ｄ Ｅ E-1 E-2

17,400

1,4002,600

ＧＦ

50
0

4,
00
0

4,
00
0

4,
50

0

13
,0

00
10

,0
00

2
3,

00
0

▽1FL

▽3FL

▽2FL

▽軒の高さ

▽最高の高さ

▽GL+20,000（風致地区の高さ制限）

約4,100 北側道路幅員 9,000

50
0

4,
00
0

4,
00
0

▽1FL
▽GL

▽2FL

▽3FL

▽軒の高さ(増築部)
▽最高の高さ(増築部)

▽
道

路
境

界
線

（
北

側
）

土塁

ＥＶホール

東西方向断面図　A1:1/150　A3:1/300

南北方向断面図　A1:1/150　A3:1/300

34,000

1,400

3,
8
50

3
50

3,
95

0

35
0

3
,9

50

1
2,

8
00

12
,
80

0

1,200

7,850

5,400

2,900 3,400 900

6,300 4,900

2,
45

0

スタジオＡ３

スタジオＡ２

4
,0

0
0

2,
5
00

ＥＶホール

市民活動スペース

3
,8

50

ホール

ＥＶホール

スタジオＡ１

Ｂ階段 男子トイレ女子トイレ

2,
5
00

2,
5
00

2
,4

50

2,
50

0

3,4303,220

6-2

増築部分

増築部分

風除室１ ホール

断面図

2
,9

00

2,
90

0

2020.1

Ａ－１６

安　田　勇　二管理建築士　一級建築士大臣登録 第 177796 号

変更図
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

1FL

基準地盤面

2FL

3FL

1階展示室 廊下 ホール 収蔵庫 空調機械室 機械室

2階展示室 ホール

3階展示室

ホール 2階小展示室

3階展示室

20,000(建築高さ制限)

2階大展示室
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0

0
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0

0

0

5

,

2

0

0

1

3

,

0

0
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0

0
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0
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,
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0

0

補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録

秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

株式会社　　コスモス設計

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

A1

1:100

1:200

A3

市民活動スペース
ホール

管理運営団体事務室

スタジオＡ２

スタジオＡ１

ホール

スタジオＢ

スタジオＡ３

スタジオＡ３

2019.3

旧 県 立 美 術 館 改 修 工 事

Ａ－１７

断面図２
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3
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0

3
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0

0

0

3

,

8

0

0
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A B1 C D E F G
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補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録

秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

株式会社　　コスモス設計

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

A1

1:100

1:200

A3

スタジオＡ１

市民活動スペース

スタジオＡ３

スタジオＡ３

ステンレス手摺り

２ヶ所撤去範囲

端部処理

旧県立美術館改修工事

断 面 図 ３

2019.3

Ａ－１８
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補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計 一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

図面名称

作成年月

A3
A1

工事名称

旧県立美術館改修工事

増築部平面詳細図
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2020.1
安　田　勇　二管理建築士　一級建築士大臣登録 第 177796 号

変更図
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補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計 一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

図面名称

作成年月

A3
A1

工事名称

旧県立美術館改修工事

増築部断面詳細図
1: 40
1: 80
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安　田　勇　二管理建築士　一級建築士大臣登録 第 177796 号

変更図
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ブラケット取付のため、

ピット内の壁または梁は

最下階ＦＬ面まで立ち上

げて下さい（建築工事）

電話中継盤

昇降路内の温度は４０℃以下とする

昇降路頂部煙感知器設置例

昇降路頂部の煙感知器・熱感知器設備工事

ピット内点検用コンセント設備工事

接地線の昇降路内制御盤迄の引込工事

制御電源の昇降路内制御盤迄の引込工事（ＡＣ１相　１００Ｖ５０ＨＺ）

動力電源の昇降路内制御盤迄の引込工事（ＡＣ３相　２００Ｖ５０ＨＺ）

レール取付用鋼材の設置工事

各階出入口の敷居受け用持出し工事

各階の三方枠及び扉機構取付用鋼材の設置工事

ピット内防水仕上工事

乗場機器取付後の出入口まわりの壁及び床仕上工事

各階乗場床の機器取付用かき込み工事

各階出入口の穴あけ工事（押釦・位置表示器を含む）

昇降路頂部の揚重ビームの設置工事（２０ｋＮ）

昇降路の築造工事1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

14

15

エレベーター遠隔監視用配管・配線工事（ＭＤＦからエレベーター制御盤迄）

16

17

火災発生時、ＯＮする無電圧接点の昇降路までの配管・配線工事

非常用インターホンの指定取付位置より昇降路迄の配管・配線工事

（指定取付場所　　　階　　　室）

12

13

18

かご内スピーカー用配管・配線工事

別　途　工　事　及　び　施　工　区　分　表 電気建築　 設備 本工事

補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録

秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

株式会社　　コスモス設計

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

A1

A3

1:50

1:100

昇降機設備図（1）

2019.3
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３ＦＬ
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さ

2

1

0

0

塗膜防水仕上面

（建築工事）

制御盤

電話線配管配線工事（電気工事）

昇降路最下階制御盤から最寄りの電話中継盤まで

ＰＶＣ　０．６５－４Ｃ

電源引込み口

（電気工事）

点検用タラップ

（ＥＶ工事）

点検用コンセント　１００Ｖ　（電気工事）

（照明用ＡＣ１００Ｖとは別系統のこと）
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（ＥＶ工事）
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ｑ

昇降路断面図
（１／５０）

（ＮＯ．０１）

ｍ

ａ

ｑ

取付板

煙感知器・点検ボックス（参考例）

カバープレート

固定ねじ

A

A

矢視A-A

注意ラベル

貼り付け

扉開閉検出

スイッチ

1

8

0

200

カバープレート

230

煙感知器

カ

バ

ー

プ

レ

ー

ト

2

2

0

304

150

埋

込

ボ

ッ

ク

ス

1

9

0

埋込ボックス

210

241

10

押し込み量

21~22

ｇ１

ｋ

9

2

.

0

k

N

×

2

7

0

.

0

k

N

7

0

.

0

k

N

ｆ１

ｆ１ ｆ１ ｆ１

ｆ１ ｆ１ ｆ１

ｋ ｋ

部材

記号

名　称 部　材 工事区分

ａ 三方枠取付鋼材 Ｌ－７５×７５×９ 建築工事

ｂ 敷居取付材 Ｈ－１００×１００×６×８ 建築工事

ｆ１ レールブラケット取付用立柱 Ｈ－２５０×２５０×９×１４ 建築工事

ｇ１

レールブラケット取付用立柱兼

揚重ビーム取付用立柱

Ｈ－２５０×２５０×９×１４ 建築工事

ｋ 揚重ビーム Ｈ－１２５×１２５×６．５×９ ＥＶ工事

ｍ ハンガーケース取付材 Ｌ－７５×７５×９ 建築工事

ｑ ＡＬＣ受け材 Ｌ－７５×７５×９ 建築工事

エレベーター仕様要項

分

類

仕様項目 01号機

基

本

仕

様

機種名称 機械室ﾚｽｴﾚﾍﾞｰﾀｰ

用途 乗用

制御方式 可変電圧可変周波数制御（回生なし）

操作方式

乗合全自動方式(1C-2BC)

積載量 1750ｋｇ

定員 26名

定格速度

45m/min

戸閉方式

2枚戸片引き（2S)

出入口幅x高さ 1200mmx2100mm

かご室サイズ（内法間口ｘ奥行ｘ高さ） 1500mmx2500mmx2280mm

出入口方式 一方向出入口

正面側停止数

3停止(1-3階)

動力用電源 AC3φ-200V-50Hz

照明用電源 AC1φ-100V-50Hz

そ

の

他

基

本

仕

様

耐震設計施工指針耐震クラス クラスA14

公共建築工事標準仕様 適用年版 平成28年版

敷居間隔 10mm

ドアセンサ機能 マルチビームドアセンサ2D

車いす仕様 あり（制御機能）

視覚障がい者対応仕様 あり

地震時管制運転方式

P波センサ付3段設定(普通級)

停電時自動着床装置（ＭＥＬＤ） あり

かご呼び取消し機能 あり

乗

場

仕

様

乗場三方枠

大枠角形幕板なし 301mm～600mm ｽﾃﾝﾚｽﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ(1-3階)

乗場戸

ステンレスバイブレーション仕上(1-3階)

乗場敷居

アルミ製(1-3階)

乗場インジケーター

一体セグメントLED　ステンレスバイブレーション(1-3階)

乗場インジケーター一体形ボタン

ステンレスクリックボタン（凸文字）・黄橙色LED(1-3階)

休止灯 あり

車いす専用乗場ボタンプレート

一般用乗場ﾎﾞﾀﾝﾌﾟﾚｰﾄ一体形 ｽﾃﾝﾚｽﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ仕上(1-3階)

車いす専用乗場ボタン

ステンレスクリックボタン（凸文字）・黄橙色LED(1-3階)

乗場休止スイッチ 乗場インジ・ボタン組込

か

ご

室

仕

様

天井

標準型:LEDダウンライト(白色LED)

壁 化粧鋼板

出入口上板 化粧鋼板

かご室戸 化粧鋼板

袖壁・出入口柱 ステンレスバイブレーション仕上

巾木 アルミ製

かご床 樹脂タイル2mm（標準タイル）

かご室敷居 アルミ製

かご操作盤タイプ 袖壁操作盤

かご操作盤プレート材質・仕上 ステンレスバイブレーション

かごボタン ステンレスクリックボタン（凸文字）・黄橙色LED

インターホン乱用防止カバー あり

正操作盤インジケータータイプ

かご内液晶インジケーター(5.7インチ) CUDO認定品

かご操作盤液晶表示言語

４ヵ国語ガイド(通常時：日英、緊急時：日英中韓、１画面表示)

車いす専用かご操作盤 両側面に設置 ﾌﾟﾚｰﾄ:ｽﾃﾝﾚｽﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ仕上

車いす専用かご操作盤インジケータータイプ セグメントLED

車いす専用かごボタン ステンレスクリックボタン（凸文字）・黄橙色LED

車いす用インターホン乱用防止カバー あり

かご室換気 ﾗｲﾝﾌﾛｰﾌｧﾝ

かご室手すり

丸形ステンレス(YH-55S)　二面取付（両側面）

かご室鏡

ｽﾃﾝﾚｽ鏡面ﾌﾙﾊｲﾄ(巾500）

キックプレート ステンレスヘアライン仕上（ビスなし）高さ:床面より350mm

壁保護幕 あり（磁石式）

床保護マット あり

そ

の

他

仕

様

気配りドア あり

ホールモーションセンサ＜３Ｄ＞ あり

遮煙機能付

2枚戸片引き用(1-3階)

点字名板取付方法 接着

おもり非常止め なし

火災時管制運転方式 火報信号連動式

インターホン型式 6V1局

かご内アナウンス

かご内４ヵ国語アナウンス(通常時：日英、緊急時：日英中韓)

停電時自動着床装置アナウンス あり

かご室スピーカー あり

スピーカーＯＮ－ＯＦＦスイッチ あり（開戸内設置）

フェッシャープレート

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ手配(2-3階)

レールサイズアップ あり

煙感知器点検口スイッチ あり

仮設動力電源 1式

・外部より点検可能な構造として下さい

・雨水浸入が無い様配慮下さい

・ＥＶ連動スイッチ付（ＥＶ工事）

・煙感知器はかご投影面にかからない位置として下さい

・点検口は下記①または②として下さい

　①ＥＶ昇降路専用品（スイッチ取付台座付き）（１）～（４）のいずれか

　　（１）ホーチキ　　　ＫＵＳ－１Ｂ

　　（２）能美防災　　　ＦＸＳＪ００１Ａ－ＨＵ

　　（３）ニッタン　　　ＮＩＤ－Ｔ－Ｇ

　　（４）パナソニック　ＢＶ９５３５１（ＢＯＸ）＋ＢＶ９５３８１Ｈ（扉）

　②以下２項目を満足する点検口　～「煙感知器・点検ボックス（参考例）」参照

　　（１）スイッチ取付スペース２００×９０程度確保できる。

　　（２）錠付または工具を必要とするネジ付きの蓋で、１ｍｍ以上浮かないこと。

3450

1

5

0

200200

3

8

0

0

3

9

5

0

昇

降

路

頂

部

の

地

上

高

さ

 

 

1

2

3

0

0

昇

降

路

全

高

 

 

1

3

0

5

0

3

6

9

頂

部

す

き

ま 1

1

7

0

2

7

8

0

（電気工事）

煙感知器

旧県立美術館改修工事
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ブラケット取付のため、

ピット内の壁または梁は

最下階ＦＬ面まで立ち上

げて下さい（建築工事）

立柱の最下階付近での固定用に

ピット面から最下階まで立柱用受け台を

コンクリートにて施工下さい。

ピ

ッ

ト

深

さ

最下階

ピット面

75以下

補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録

秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

株式会社　　コスモス設計

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

A1

A3

1:20

1:40

昇降機設備図（2）

2019.3

N

o

.

0

1

6

6

9

カ

ゴ

外

法

 

1

5

6

2

2

6

9

2

5

0

昇

降

路

内

法

 

2

5

0

0

2

5

0

151 カゴ外法 2681 118

250 昇降路内法 2950 250

3450

3

0

0

0

昇降路平面図
（１／２０）

（ピット）

塗膜防水仕上面

（建築工事）

一般用押ボタン

車いす用押ボタン

乗場位置表示器

1

2

0

0

9

4

0

出

入

口

高

さ

2

1

0

0

2

5

出入口幅

1200

点字注意名板

（最下階のみ）

No.01

出

入

口

芯

床仕上面

（ＥＶＦＬ）

乗場正面図
（１／２０）

（Ｎｏ．０１号機）

（１－３階）

1450

ａ ａ

ｑ

ｍ

1135 800

725 725

3

0

三方枠足元欠き込み

2

2

0

0

2

4

0

0

No.01

X

X

乗場穴あけ図
（１／２０）

（Ｎｏ．０１号機）

（１－３階）

ピ

ッ

ト

深

さ

1

2

5

0

3

0

6

0

2

4

0

0

塗膜防水仕上面

（建築工事）

Ｘ－Ｘ断面

ａ

ｑ

ｍ

2

2

0

0

250

250

床仕上面

（ＥＶＦＬ）

床仕上面

（ＥＶＦＬ）

ｂ

Ｒ２

Ｒ１

Ｒ４ Ｒ３

Ｐ１

Ｐ１

Ｐ２ Ｐ２

レール下端部荷重（長期荷重）

Ｒ１（ｋＮ） Ｒ２（ｋＮ） Ｒ３（ｋＮ） Ｒ４（ｋＮ）

５３．０ ４５．０ ５６．０ ６２．０

ピット荷重（短期荷重）

Ｐ１（ｋＮ） Ｐ２（ｋＮ）

９２．０ ７０．０

７

1200 2250

F

3

1

0

0

部材

記号

名　称 部　材 工事区分

ａ

三方枠取付鋼材

（壁取付金物の昇降路内への突出不可）

Ｌ－７５×７５×９ 建築工事

ｂ 敷居取付材 Ｈ－１００×１００×６×８ 建築工事

ｍ ハンガーケース取付材 Ｌ－７５×７５×９ 建築工事

ｑ

ＡＬＣ受け材

（壁取付金物の昇降路内への突出不可）

Ｌ－７５×７５×９ 建築工事

旧県立美術館改修工事

Ａ－３８
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動力電源設備（ＣＶ－Ｔ電線使用時）

接地線サイズ電線サイズ

（＊）

感度電流値

動作時間

電源側ＮＦ容量設備容量号機名

電源電圧

周波数

電動機容量

ｍ まで

ｍｍＡＴｋＶＡ

ｍＡ以上

秒以上

ｍｍ

ｍｍ

ｍｍ

ｍ

ｍ まで

まで

Ｖ

Ｈｚ

２

２

２

２

０１

ＡＣ３φ２００

５０

　９．１ｋＷ

０．２

（＊）電源側に漏電遮断器を設置する場合

●制御盤まで放送スピーカー用配管・配線工事

０．９ｍｍ×１４本（φ２５）

１．２×３本　（電気工事）

●制御盤内まで火災時閉じる無電圧接点支給工事

（電気工事）

●電話回線

ＭＤＦからエレベーター制御盤へ

ＰＶＣ　０．６５　４Ｃ（１９）

（電気工事）

●外部インターホン取付位置（   ）迄の

配管・配線工事（電気工事）

照明用電源ＡＣ１φ１００Ｖ　５０Ｈｚ（設備容量１ｋＶＡ／台　電源側ＮＦ容量２０ＡＴ／台）

９ ７５

２００

　５４ 　１４

　８３ 　２２

１３７ 　３８

　５．５

（単位：ｋＮ）

補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録

秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

株式会社　　コスモス設計

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

A1

A3

1:20

1:40

昇降機設備図（3）

2019.3

1

2

5

8

7

.

5

2

0

4

0

1

3

6

0

出入口芯

2

5

0

昇

降

路

内

法

 

2

5

0

0

2

5

0

2

0

0

630

3450

3

0

0

0

2

0

0

昇降路平面図
（１／２０）

（１階）

出入口芯

3

0

0

0

2

0

0

昇降路平面図
（１／２０）

（２-３階）

敷居間隔１０ｍｍ

電源引込み口

（電気工事）

点検用コンセント１００Ｖ（電気工事）

（照明用ＡＣ１００Ｖとは別系統のこと）

ＥＶレール支持用立柱（建築工事）に作用する地震時水平荷重値

ＮＯ． ０１

ａ

ｆ１

ｆ２

ｆ２

ｂ

ｆ１ ｆ１

3650

3

4

0

0

2

0

0

200

2

0

0

3

0

0

0

2

0

4

0

1

3

6

0

2

5

0

昇

降

路

内

法

 

2

5

0

0

2

5

0

2

0

0

2

0

0

3

0

0

0

3450

3650

200

ｆ１

●電源引込み口（最下階天井付近）

動力用ＡＣ３φ－２００Ｖ－５０Ｈｚ

照明用ＡＣ１φ－１００Ｖ－５０Ｈｚ

Ｄ種接地工事

一次側継ぎ工事まで施工

（電気工事）

ｇ２

3

4

0

0

2

0

0

かご

お

も

り

Hx1

Hx1

Hy1

Hy1

Hy3

Hx3

Hy3

Hx3

Hx2

Hy2

Ｈｘ１ Ｈｙ１ Ｈｘ２ Ｈｙ２ Ｈｘ３ Ｈｙ３

　４．４０ 　４．４０ 　６．８０ 　６．８０ 　７．８０ 　９．００

注：上記矢印の地震時荷重により柱、梁などのたわみの合計が５ｍｍ以下と

　　なるよう部材を設計のこと。又、ねじれに対し強固に取付ること。

1

4

0

制御盤

巻上機

1140 524

ａ

1156

ｆ１

630 1664

151 かご内法 2500 30

121

30

かご外法 2681 118

昇降路内法 2950 250250

1156

出

入

口

幅

1

2

0

0

出

入

口

高

さ

2

1

0

0

3

1

か

ご

内

法

 

1

5

0

0

3

1

6

6

9

か

ご

外

法

 

1

5

6

2

2

6

9

N

o

.

0

1

敷居間隔１０ｍｍ

1

4

0

N

o

.

0

1

出

入

口

幅

1

2

0

0

出

入

口

高

さ

2

1

0

0

6

6

9

か

ご

外

法

 

1

5

6

2

2

6

9

121

30

かご外法 2681 118

昇降路内法 2950 250250

ｆ１

ｆ２

ｆ２

ｇ１

ｋ

ｋ

ｋ

ａ

ａ

220 220

F

2

9

0

0

７

F

2

9

0

0

７

1200 24501200 2450

60

180

150 30

部材

記号

名　称 部　材 工事区分

ａ

三方枠取付鋼材

（壁取付金物の昇降路内への突出不可）

Ｌ－７５×７５×９ 建築工事

ｆ１ レールブラケット取付用立柱 Ｈ－２５０×２５０×９×１４ 建築工事

ｆ２ レールブラケット取付用立柱 Ｈ－１７５×１７５×７．５×１１ 建築工事

部材

記号

名　称 部　材 工事区分

ａ

三方枠取付鋼材

（壁取付金物の昇降路内への突出不可）

Ｌ－７５×７５×９ 建築工事

ｂ 敷居取付材 Ｈ－１００×１００×６×８ 建築工事

ｆ１ レールブラケット取付用立柱 Ｈ－２５０×２５０×９×１４ 建築工事

ｆ２ レールブラケット取付用立柱 Ｈ－１７５×１７５×７．５×１１ 建築工事

ｇ１ 揚重ビーム取付用立柱（最上階のみ） Ｈ－２５０×２５０×９×１４ 建築工事

ｇ２ 揚重ビーム取付用立柱（最上階のみ） Ｈ－１７５×１７５×７．５×１１ 建築工事

ｋ 揚重ビーム Ｈ－１２５×１２５×６．５×９ ＥＶ工事

旧県立美術館改修工事
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補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計 一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

図面名称

作成年月

1:100
1:200A3

A1

工事名称

旧県立美術館改修工事

Ｎ 2,000

1,
8
51

.5
1
,8

51
.
5

1,
40
0

5,400 5,400 5,400 5,400 5,400

１ ２ ３ ４ ５ ６

54,000

10,800 5,400 5,400 5,400

7,850

７ ８ ９ 10 11

2,950

1,200 3,000 3,650

220 3,230 200

2
,6

00
7,

20
0

5
,8

00
5
,8

00
7,

20
0

2
,6

00

Ｇ

Ｆ

Ｅ

Ａ

Ｃ

Ｄ

31
,
20

0

B1

１ ２ ３ ４ ５ ６

5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400

54,000

７ ８ ９ 10 11

Ｇ

Ｆ

Ｅ

Ａ

Ｃ

Ｄ

E-1

E-2

17
,
40

0
7,

20
0

2,
90

0
3
,4

0
0

9
00

20
0

3
,0

0
0

2
00

4,
00
0

B2

B1

2
,6

00

2
,6

00

5
,8

0
0

5
,8

00
5
,8

00

2,700 2,700 2,700 2,700 1,800 3,6002,080 3,320

4,
40

0
1,

40
0

2
,0

97

2,0971,651.5 1,651.5

1,
87

5
7
25

1,825 3,575 3,200 2,200

1,
30
0

3
,1

00

1,
30

0
4,

50
0

6,600

6-1 6-2 7-1

シャワー

デッキ

デッキデッキ

デッキ

倉庫１－１

UP

ＥＶ
26人乗

EXP.J

トイレ
多目的

男子トイレ

倉庫

１－２

市民活動スペース

機械室２ 機械室１

UP

更衣室

女子 男子

更衣室

UP

ＤＳ

倉庫

１－４

管理運営団体事務室

授乳室１
コイン

ロッカー室

授乳室２

風除室１

風除室２

ユニット

脱衣 シャワー
ユニット

脱衣

会議室

機械室４

厨房

UP

倉庫
湯沸

機械室３倉庫

通用口

ホール

倉庫
１－３

トイレ

テナントカフェ

１－６

１－７

廊 下

UP

Ｃ階段

煙
突EXP.J

Ｂ階段

ＥＶホール

スロープ

IH

IH

女子トイレ

１－５
倉庫

UP
Ａ階段

扉撤去 塗替

KWD

KAD

KAW

KAW

KAW
2

KSD
10

1B

1B

KAD

1A

KSD
7

KSD

KSDKSD

特

AD
3

KAW
1A

AW
1

AW
1

AW
1

AW
1

KAW
1A

KAW
1A

KAW
1A

KAW
2A

KAW KAW KAW KAW KAW
1A 1A 1A 1A 1A

AW
1

AW
1

AW
1

KSD

STD
101

STD
102

LSD
101

SD

AW
5

AW
5

SD
13

SD SD
103

SD
14

SD
104

SD
105

SD

WD
2B

KWD KWD

KWD KWD

KAW
3

KWD

KWD

KWD

KSD

102

AG
103

AG
104

AG
5

AD
3

5

KWD

5
5

8

5

KWD

KWD

KAG KAG
1 1

3A

AW
1

AW
1

KAW
1 新設建具を示す。

既存建具（一部改修）を示す。

既存建具（存置）を示す。

塗装塗替程度は、この符号とする。

凡例

KWD WD WD

KWD

3A 3A
KWD

8

9 9

10

1A

1B
3A 9 10

SD
15

AG
4

AG
4

SD
12

11A

11B

12

13

14

塗替

調整

調整

10A

10B

塗替

調整

１階建具配置図

2020.1

A-40-1

安　田　勇　二管理建築士　一級建築士大臣登録 第 177796 号
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補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計 一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

図面名称

作成年月

1:100
1:200A3

A1

工事名称

旧県立美術館改修工事

Ｎ 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400

１ ２ ３ ４ ５ ６

2
,6

00
7,

20
0

5
,8

00
5
,8

00
7,

20
0

2
,6

00

Ｇ

Ｆ

Ｅ

Ａ

Ｃ

Ｄ

31
,
20

0

１ ２ ３ ４ ５ ６

5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400

54,000

７ ８ ９ 10 11

Ｇ

Ｆ

Ｅ

Ａ

Ｃ

Ｄ

E-1

E-2

17
,
40

0
7,

20
0

2,
90

0
3
,4

0
0

9
00

20
0

3
,0

0
0

2
00

4,
00
0

B2

B1

2
,6

00
1,

40
0

B1

2,475 2,925 575 4,825 3,1002,300

5,975

54,000

10,800 5,400 5,400 5,400

7,850

７ ８ ９ 10 11

2
,6

00

2,475 3,500

5
,8

0
0

5
,8

00
5
,8

00

2
,7

00
3
,1

00

1,560 3,840

2,000 3,400 1,500 3,900

1,500 3,9002,950

1,200 3,000 3,650

220 3,230 200

2,
50
0

4
,7

0
0

4,
7
00

2,
50

0

6-1 6-2 7-1

倉庫２－６

DN
UP

女子トイレ

スタッフルーム１

倉庫２－１

ＥＶ
26人乗

ＥＶホール

屋 根

屋 根

DN

スタジオＡ２ スタジオＡ１

DS

DS

倉庫２－２

EXP.J

ＤＳ

スタッフルーム２
受付

煙
突

ホール

排煙機械室

倉庫

２－８

DN

UP

倉庫

２－５

バルコニー

スタジオＢ

EXP.J

Ａ階段

Ｃ階段

DN Ｂ階段

庇
庇　W=1,000（２辺固定）

倉庫２－４

倉庫２－３

風除室３

２階建具配置図

KWD
2

1

Ｃ階段

AW

STD
103

3

KAW
2B

FSH

KSD

KSD
4

特

1B

KSD
1C

KSD

KSD

KSD
5

STD
104

KSD

3
WD

AW AW
10 10

SD
19

隠ぺい

KWD

KWD

WD

WD

103

103

KWD

PT
1

9

9

6

KAW

KAW

SD
11

KWD

4

5

AW
1

AW
1

KAW
1 新設建具を示す。

既存建具（一部改修）を示す。

既存建具（存置）を示す。

塗装塗替程度は、この符号とする。

凡例

KWD

KWD

KWD

KWD

KWD

2
KWD
2

2

3B

3B

6
6

7

7

5

塗替

KSD
12

2020.1

A-40-2
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補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計 一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

図面名称

作成年月

1:100
1:200A3

A1

工事名称

旧県立美術館改修工事

Ｎ

34
,
00

0

1,
40

0
2
,6

00
7,

20
0

5
,8

00
5
,8

00
7,

20
0

2
,6

00
1,

40
0

3
25

2,
27

5

Ｇ

Ｆ

Ｅ

Ａ

Ｃ

Ｄ

5,400 5,400 5,400 5,400 5,400

27,500

250 250

1,400 4,000

１ ２ ３ ４ ５ ６

2,400 3,000

１ ２ ３ ４ ５ ６

7,850

1,200 3,000 3,650

220 3,230 200

5,400 5,400 5,400 5,400 5,400250 250

27,500

Ｇ

Ｆ

Ｅ

Ａ

Ｃ

Ｄ

1,
40

0
2
,6

00
7,

20
0

5
,8

00
5
,8

00
7,

20
0

2
,6

00
1,

40
0

34
,
00

0

2,
90

0
3
,4
0
0

9
00

20
0

3
,0
0
0

2
00

E-1

E-2

B1 B1

1,
40
0

5
,8

0
0

B2

6-1 6-2 7-1

▲

１５０

▲

１５０

ＤＳ

スタジオＡ３

PS

DN

代替進入口

代替進入口

代替進入口

代替進入口

倉庫３－１

ＥＶ
26人乗

EXP.J

EXP.J

ＥＶホール

屋 根

屋 根

スタジオＡ３

Ｃ階段

スタジオＡ１　上部吹抜

代替進入口

DN

代替進入口 代替進入口 代替進入口

代替進入口

代替進入口

代替進入口

代替進入口

KAW

KAW

KAW
2C

代替進入口

特

KAD

KAD

KAD KAD KAD

KAD

KAD KAD

1

1

KLSD

KWD

66

6

6

6

6 6 6

KSD
11

1

３階建具配置図

AW
1

AW
1

KAW
1 新設建具を示す。

既存建具（一部改修）を示す。

既存建具（存置）を示す。

塗装塗替程度は、この符号とする。

凡例

2

FSH
2-1

FSH
2-1

FSH
4-2

FSH FSH
55

FSH
4-1

FSH
4-1

KSD
13

2020.1

A-40-3
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補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計 一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

図面名称

作成年月

1:100
1:200A3

A1

工事名称

旧県立美術館改修工事

Ｎ

26
,
00

0

1,
40
0

2,
90
0

2,
90

0
2,

90
0

2,
90

0
2,

90
0

2,
90

0
2,

90
0

2,
90

0
1,

40
0

5,40012,800 12,800

Ｆ

Ｅ

Ｃ

Ｄ

B1

6,
00

0
6,

00
0

12,800 5,400 12,800

３ ４

３ ４

吹　抜

吹　抜

吹　抜

吹　抜

ブドウ棚

ブドウ棚

 既存改修

 既存改修

 既存改修

 既存改修

 既存改修

 既存改修

 既存改修

 既存改修

AW
9

AW
9

AW
9

AW
9

AW
9

AW
9

AW
9

AW
9

9
AW

9
AW

9
AW

9
AW

9
AW

9
AW

9
AW

9
AW

9
AW

9
AW

塔屋階建具配置図

AW
1

AW
1

KAW
1 新設建具を示す。

既存建具（一部改修）を示す。

既存建具（存置）を示す。

塗装塗替程度は、この符号とする。

凡例

2020.1

A-40-4
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1413

補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計 一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

図面名称

作成年月

A3
A1

工事名称

旧県立美術館改修工事

符号・数量

備 考

金 物

ガ ラ ス

仕 上

見 込

名 称

形状・寸法

符号・数量

備 考

金 物

ガ ラ ス

仕 上

見 込

名 称

形状・寸法

符号・数量

備 考

金 物

ガ ラ ス

仕 上

見 込

名 称

形状・寸法

符号・数量

備 考

金 物

ガ ラ ス

仕 上

見 込

名 称

形状・寸法

1: 60
1:120

KWD

木製フラッシュ片開きドア

４０

シナベニヤ t=4.0 ＳＯＰ

型板強化４

レバーハンドル、シリンダー錠、丁番、ＤＣ、戸当り

木製ガラリ

2,
00

0

12
0

82
0

1
20

8
20

1
20

120

1A
×１１階 会議室（建具枠は、既存利用）

830

既存建具枠H=2,150をH=2,000に調整(詳細別図)

木製フラッシュ片開きドア

４０

シナベニヤ t=4.0 ＳＯＰ

型板強化４

レバーハンドル、シリンダー錠、丁番、ＤＣ、戸当り

木製ガラリ

2,
00

0

12
0

82
0

1
20

8
20

1
20

120

×１

850 1,800

120

2
,1

5
0

1
,9

1
0

２階 倉庫２－２、２－３、２－４、３－１
KWD
2

12
0

12
0

×５

シナベニヤ t=4.0 ＳＯＰ

４０

木製フラッシュ両開きドア

レバーハンドル、シリンダー錠、丁番、ＤＣ、戸当り、フランス落し

木製ガラリ

KWD

木製フラッシュ片開きドア

４０

シナベニヤ t=4.0 ＳＯＰ

型板強化４

レバーハンドル、シリンダー錠、丁番、ＤＣ、戸当り

木製ガラリ

木製フラッシュ片開きドア

４０

シナベニヤ t=4.0 ＳＯＰ

型板強化４

木製ガラリ

850

2,
00

0

12
0

82
0

1
20

8
20

1
20

120

3A

レバーハンドル、丁番、ＤＣ、戸当り

※KWD-3Aのシリンダー錠なし

850

2,
00

0

12
0

82
0

1
20

8
20

1
20

120

２階 男子トイレ、女子トイレ ×２１階 管理運営団体事務室、男子更衣室、女子更衣室
KWD
3B

KWD
4

１階 休憩室等

２階 スタッフルーム１ ×１

1,200

350 850

2
,1

5
0

1
,9

1
0

12
0

12
0

120

４０

木製ガラリ

木製フラッシュ親子開きドア

シナベニヤ t=4.0 廊下側 ベネチアート塗装、室側 ＳＯＰ

レバーハンドル、シリンダー錠、丁番、ＤＣ、戸当り、フランス落し

KWD
5

KWD
1B

１階 廊下

形状変更　欠番

KWD
6

２階 倉庫２－６、排煙機械室 ×２

900

４０

木製フラッシュ片開きドア

シナベニヤ t=4.0 ＳＯＰ

レバーハンドル、シリンダー錠、丁番、ＤＣ、戸当り

2
,1

5
0

KWD
7

４０

木製フラッシュ片開きドア

シナベニヤ t=4.0 ＳＯＰ

800

２階 倉庫２－６(スタジオＢ側)、倉庫２－８ ×２

2
,1

5
0

ケースハンドル、シリンダー錠、丁番、ＤＣ、戸当り

KWD
8

１階 倉庫１－４ ×１

1,800

2
,1

5
0

４０

シナベニヤ t=4.0 ＳＯＰ

木製フラッシュ引違い戸

引手、戸車、引戸錠、ユーステンレール

木製フラッシュ片開きドア

４０

シナベニヤ t=4.0 ＳＯＰ

型板強化４

木製ガラリ

レバーハンドル、表示錠、丁番、ＤＣ

KWD
9

１階 男子シャワー室、女子シャワー室 ×２

15
0

1
,8

5
0

750

7
45

12
0

74
5

12
0

1
20

120

既存建具枠H=2,150をH=2,000に調整(詳細別図)

KWD
10

１階 湯沸室 ×１

60
1
,9

40

650

木製フラッシュ片開きドア

４０

シナベニヤ t=4.0 ＳＯＰ

レバーハンドル、丁番、ＤＣ

アンダーカット H=60

KWD

900

2
,0

00

木製フラッシュ片引き戸

４０

シナベニヤ t=4.0 ＳＯＰ

型板強化４

引手、戸車、ユーステンレール

KWD

900

2
,0

00

木製フラッシュ片引き戸

４０

シナベニヤ t=4.0 ＳＯＰ

型板強化４

11A 11B
１階 授乳室１ １階 授乳室２×１ ×１

引手、戸車、ユーステンレール、表示錠

※KWD-11A同形状(表示錠あり)

KWD
×１

12

４０

木製フラッシュ片開きドア

シナベニヤ t=4.0 ＳＯＰ

2
,0

00

900

KWD
×１

４０

木製フラッシュ片開きドア

シナベニヤ t=4.0 ＳＯＰ

レバーハンドル、シリンダー錠、丁番、ＤＣ、戸当り

2
,0

00

１階 厨房 １階 食品庫

800

レバーハンドル、丁番、ＤＣ、戸当り

木製ガラリ

KWD
×１

４０

木製フラッシュ片開きドア

シナベニヤ t=4.0 ＳＯＰ

レバーハンドル、シリンダー錠、丁番、ＤＣ、戸当り

800

木製ガラリ

１階 倉庫１－３

1,
6
50

倉庫１－３側下がり壁 H=500確保のためＨ寸法調整

5
00

2,
15

0

×３

木製建具表（新設部）

×１
KTB
1

１階 男子トイレ

1
,9

20

2
,0

00

20
60

2,180

600 630 600 250100

40
1
,5

50

1
,9

20

2
,0

00

20
60

100 740 600 880 600 880 600

4,400

100

40
8
95

1,440 40 1,440 40 1,440

×１
KTB
2

１階 女子トイレ

1
00

6
00

1,
1
72

1,
87

2

1,080 40 1,600

1,
92

0

2,
00

0

2
0

6
0

1,080 40 1,600

2,720

×１
KTB
3

２階 男子トイレ

1
,9

20

2
,0

00

20
60

100

1,600 40 1,600 40 1,600 40 800

600 1,040 600 1,040 600 1,040 600

5,720

100

4
0

9
00

×１
KTB
4

２階 女子トイレ

トイレブース

４０

メラミン化粧合板（メーカー標準色）

SK

グラビティヒンジ、表示錠付きスライドボルト、戸当り帽子掛、ＳＫ部引手

ステンレス巾木 H=60、アルミエッジおよびアルミ笠木は、パネル近似色焼付塗装品とする。

2020.1
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エンジン装置、可動扉交換（既存枠は存置とする）

20
0

STD
×１

FIX

1,
95

0
2
00

3,050

ステンレス製自動ドア

１６０

既存部：ステンレス３Ｓ仕上

エンジン装置、可動扉交換（既存枠は存置とする）

エンジン装置、シリンダー錠 

STD
×１

1,
95

0
2
00

3,050

ステンレス製自動ドア

１６０

既存部：ステンレス３Ｓ仕上

エンジン装置、可動扉交換（既存枠は存置とする）

エンジン装置、シリンダー錠 

102101

FIX

STD
×１

ステンレス製自動ドア

１６０

既存部：ステンレス３Ｓ仕上

エンジン装置、シリンダー錠 

2
,0

00

5,240

103

エンジン装置、可動扉交換（既存枠は存置とする）

20
0

STD
×１

ステンレス製自動ドア

１６０

既存部：ステンレス３Ｓ仕上

エンジン装置、シリンダー錠 

2
,0

00

5,240

104
２階　風除室３（屋外側)（既存建具改修） ２階　風除室３（屋内側)（既存建具改修）

FIX FIX FIX FIX

可動扉：ＴＰ８ 可動扉：ＴＰ８ 可動扉：ＴＰ８ 可動扉：ＴＰ８

１階　風除室１（屋外側）（既存建具改修） １階　風除室１（屋内側）（既存建具改修）

FIX

1,800

FIX

1,800

既存枠、ＦＩＸ窓部は存置とする。 既存枠、ＦＩＸ窓部は存置とする。 既存枠、ＦＩＸ窓部は存置とする。 既存枠、ＦＩＸ窓部は存置とする。

1,800

補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計 一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

図面名称

作成年月

A3
A1

工事名称

旧県立美術館改修工事

符号・数量

備 考

金 物

ガ ラ ス

仕 上

見 込

名 称

形状・寸法

符号・数量

備 考

金 物

ガ ラ ス

仕 上

見 込

名 称

形状・寸法

符号・数量

備 考

金 物

ガ ラ ス

仕 上

見 込

名 称

形状・寸法

符号・数量

備 考

金 物

ガ ラ ス

仕 上

見 込

名 称

形状・寸法

1: 60
1:120

2,040

2,
3
50

×１
KSD
1A

１階　市民活動スペース

枠１５０

スチール部　ＳＯＰ

スチール製両開き框ドア（常時開放　特定防火設備）

レバーハンドル、シリンダー錠、丁番、ＤＣ、順位調整器、戸当り

既存ＳＤ－１０１撤去部に新設

×１
KSD
1B

２階　スタジオＡ１

スチール製両開きフラッシュドア（常時開放　特定防火設備）

レバーハンドル、シリンダー錠、丁番、ＤＣ、順位調整器、戸当り

スチール部　ＳＯＰ

枠１５０

2
,4

50

×１
KSD

２階　スタジオＢ

枠１５０

スチール部　ＳＯＰ

レバーハンドル、シリンダー錠、丁番、ＤＣ、順位調整器、戸当り

スチール製両開きフラッシュドア

1,800

2
,4

50

1C

下枠：ＳＵＳ製沓刷 W=40ドアチェック部：スモクローザ、下枠：ＳＵＳ製沓刷 W=40 ドアチェック部：スモクローザ、下枠：ＳＵＳ製沓刷 W=40

1,140 900

扉幅を調整

※男子トイレ開口を塞がないよう

FSH

Ｗ

○

FSH
1

Ｈ

煙感知器連動 防火防煙シャッター（特定防火設備）

煙感知器連動 防火防煙シャッター（特定防火設備）

障害物検知、急降下停止装置付、手動巻き上げ

２階　Ｃ階段

FSH

Ｗ

○

FSH

FSH

FSH

FSH

FSH

FSH

2-1

2-2

3

4-1

4-2

Ｈ

煙感知器連動 防火防煙シャッター（特定防火設備）

煙感知器連動 防火防煙シャッター（特定防火設備）

障害物検知、急降下停止装置付、手動巻き上げ

マグサ、ガイドレール SUS、露出シャッターケース

３階　スタジオＡ３北側

欠番

３階　スタジオＡ３東側

３階　スタジオＡ３南側

溶融亜鉛メッキ鋼板 スラット t=1.6 錆止め塗装（露出シャッターボックス：ＳＯＰ）

欠番

W= 4,300　×　H=2,600　×２

5
W= 4,300　×　H=2,600　×２

W= 4,980　×　H=2,600　×２

３階　スタジオＡ３東側 W= 4,980　×　H=2,600　×１

溶融亜鉛メッキ鋼板 スラット t=1.6 錆止め塗装

マグサ、ガイドレール SUS、シャッターケース隠蔽

▽天井面 ▽天井面

ケ
ー

ス
h

3,
0
00

共通事項

KSD
2

３階　ＥＶホール

ＫＬＳＤへ変更　欠番

4
KSD

×１

スチール製両開きドア

レバーハンドル、シリンダー錠、丁番、ＤＣ、あおり止めチェーン、他一式

１５０

外側サムターン(消防用)、内側サムターン(カバー付)

2,290

2,
3
60

増築部（鉄骨下地　ＥＣＰ部）

２階　ＥＶホール（外部建具）

スチール部　ＤＰ

耐熱強化ガラス６

2,
00

0

900

KSD
１階　ホール・Ｃ階段、２階　Ｃ階段

5
×４

スチール製片開きフラッシュドア（常時閉鎖　特定防火設備）

ＳＯＰ

１５０

レバーハンドル、丁番、ＤＣ、戸当り、他一式

下枠：ＳＵＳ製沓刷 W=40

7
KSD

2,
00

0

450 900

1,350

１５０

倉庫１－１ ×１

スチール製両開きフラッシュドア（額入り）

１５０

KSD
6

×１

レバーハンドル、シリンダー錠、丁番、ＤＣ、戸当り、フランス落し、他一式

型板網入ガラス ６.８

消防進入用のためサムターン側を額入とする。

2,
0
00

1,800

スチール部　ＳＯＰ

スチール製親子開きフラッシュドア（常時閉鎖　防火設備）

75
0

100 150

15
0

KSD
×１

2,290

増築部（鉄骨下地　ＥＣＰ部）

10

2
,7

00

 排煙有効高

2,
10

0

 天井高(2,900)

8
00

5
70

2
30

スチール製両開きドア

１５０

レバーハンドル、シリンダー錠、丁番、ＤＣ、あおり止めチェーン、他一式

外側シリンダー、内側サムターン(カバー付)

１階　ＥＶホール（外部建具）２階　倉庫２－１（外部建具）

外側シリンダー、内側サムターン(消防用)

2
,1

00

1,800

KSD
×１

8

枠１５０

スチール部　ＳＯＰ

ＴＰ５

スチール製両開き框ドア

レバーハンドル、シリンダー錠、丁番、ＤＣ、戸当り、フランス落しレバーハンドル、シリンダー錠、丁番、ＤＣ、戸当り、フランス落し

１階　管理運営団体事務室（ホール側）

1,800

KSD

枠１５０

スチール部　ＳＯＰ

ＴＰ５

スチール製両開き框ドア

レバーハンドル、シリンダー錠、丁番、ＤＣ、戸当り、フランス落し

9
２階　スタジオＡ２ ×２

2
,4
5
0

下枠：ＳＵＳ製沓刷 W=40下枠：ＳＵＳ製沓刷 W=40 下枠：ＳＵＳ製沓刷 W=40

スチール部　ＤＰ

収納部

防火戸

2,
50

0

2,650

980 1,670

KSD
×１

11
３階　Ｃ階段

スチール製２回折れ防火戸（常時開放　特定防火設備）

枠：２４０　扉：５０

スチール部　ＳＯＰ

ケースハンドル、丁番、２回折れ戸機構

排煙オペレーターは、ＦＬから1,500以下に設置すること。

スチール部　ＤＰ

金属製建具表１（新設部・既存改修部）

×１
KLSD
1

３階　ＥＶホール

1,
90

0
16

0

戸袋なし

2,015

有効900

枠：２００　扉：４０

化粧鋼板（メーカー標準色）

引手、ハンガー機構、シリンダー錠

スムードＳタイプ同等品

軽量スチール製ハンガー片引き戸

KSD

１５０

レバーハンドル、丁番、ＤＣ、戸当り、他一式

12
×１

KSD
×１

13

2,
00

0

900

2,
00

0

900

スチール製片開きフラッシュドア（常時閉鎖　防火設備）

ＫＳＤ－１２ ＫＳＤ－１３

スチール部　ＤＰ

7
50

100 150

15
0

額入り 額ナシ

２階　スタジオＡ２（屋外階段）

３階　スタジオＡ３（屋外階段）

下枠：ＳＵＳ製沓刷 W=40、内側サムターン（カバー付）

ＫＳＤ－１２：型板網入ガラス６.８

2020.1
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アルミ製固定ガラリ

７０

ステンカラー

固定金物一式

防虫網

既存ＲＣ壁解体部に新設

補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計 一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

図面名称

作成年月

A3
A1

工事名称

旧県立美術館改修工事

符号・数量

備 考

金 物

ガ ラ ス

仕 上

見 込

名 称

形状・寸法

符号・数量

備 考

金 物

ガ ラ ス

仕 上

見 込

名 称

形状・寸法

符号・数量

備 考

金 物

ガ ラ ス

仕 上

見 込

名 称

形状・寸法

符号・数量

備 考

金 物

ガ ラ ス

仕 上

見 込

名 称

形状・寸法

KAD

内側サムターン

ＰＧ　ＦＬ５－Ａ６－ＦＬ５

ステンカラー

７０

アルミ製ＦＩＸ窓付両開きドア

3A

FIX

2,
00

0
1
00

8
90

2,
9
90

１階　風除室２ ×１
KAD
1

２階　スタジオＡ２
KAD
2

２階　スタジオＡ２、３階　スタジオＡ３

1,830

KAD
4

２階　倉庫２－１

ＳＤへ変更　欠番ＳＤへ変更　欠番

KAD
5

×１

FIX

アルミ製外倒し窓付き自動ドア（片引き）

１００

ステンカラー

排煙オペレーター

KAD
6

７０

ステンカラー

レバーハンドル、シリンダー錠、丁番、ＤＣ、他一式

代替進入口（外側サムターン、内側サムターン（カバー付））

３階　スタジオＡ３ ×８

 排煙有効高

80
0

2,
20

0

 天井高(3,000)

990

1
,1

70
1,

83
0

FL

消防用開口部算定

腰高さ1,200以下

ＰＧ　ＦＬ５－Ａ６－ＦＬ５（ランマ ＰＧ　ＦＬ３－Ａ６－ＦＬ３） アルミフラッシュパネル

アルミ製片開きドア（フラッシュドア）

エンジン装置、シリンダー錠、丁番、他一式

既存ＳＤ撤去部へ新設

タイル面開口：W=1,114×H=1,950

既存ＲＣ壁解体部に新設

2,
88

5

1,200

 排煙有効高

2,
10

0

7
40

1
00

2
,0

45

 天井高(3,800)

1,
7
00

×９１階　市民活動スペース
KAW
1A

排煙オペレーター、内側サムターン

レバーハンドル、シリンダー錠、丁番、ＤＣ、他一式

ＰＧ　ＦＬ３－Ａ６－ＦＬ３

ステンカラー

７０

アルミ製外倒し窓付片開きドア

2,
88

5

1,200

 排煙有効高

2,
10

0

7
40

1
00

2
,0

45

 天井高(3,800)

1,
7
00

１階　市民活動スペース
KAW

排煙オペレーター、内側サムターン

レバーハンドル、シリンダー錠、丁番、ＤＣ、他一式

ＰＧ　ＦＬ３－Ａ６－ＦＬ３

ステンカラー

７０

アルミ製外倒し窓付片開きドア

1B ×２

ステンカラー

７０

アルミ製外倒し窓ＦＩＸ窓

ＰＧ　ＦＬ５－Ａ６－ＦＬ５

FIX FIX

5,000

2,465 2,465

FL

2,
88

5

7
40

1
00

2
,0

45

 排煙有効高

2,
10

0

KAW
2

市民活動スペース ×１

 天井高(3,800)

1,
7
00

70

※下部ＦＩＸガラス 耐風圧 要確認

丁番、固定金物、他一式

排煙オペレーター

ステンカラー

ＰＧ　ＦＬ５－Ａ６－ＦＬ５

アルミ製ＦＩＸ窓付片引き戸

７０

FIXFIXFIX

1,8009201,800

4,660

2
,3

75

70 70

2A
KAW

１階　テナントカフェ ×１

カバー工法：既存ＡＷ－１部 既存ＲＣ壁解体部に新設 既存ＲＣ壁解体部に新設

クレセント、引手、戸車、他一式

３階　スタジオＡ３
1

KAW

アルミ製外倒し窓

７０

ステンカラー

アルミフラッシュパネル

丁番、他一式

排煙オペレーター

1,155 1,155

2,380

71
5

70

2,
28

5

 排煙有効高

80
0

2,
20

0

 天井高(3,000)

▽ＦＬ

×２

タイル面開口：W=2,507×H=835

増築部（鉄骨下地　ＥＣＰ部）

KAW
×１

3
１階　管理運営団体事務室

７０

ステンカラー

ＰＧ　ＦＬ３－Ａ６－ＦＬ３

クレセント、引手、戸車、他一式

７０

ステンカラー

ＰＧ　ＦＬ５－Ａ６－ＦＬ５

2B
KAW

２階　ＥＶホール

１階　ＥＶホール

増築部（鉄骨下地　ＥＣＰ部）

７０

ステンカラー

アルミ製外倒し窓付きＦＩＸ窓

ＰＧ　ＦＬ５－Ａ６－ＦＬ５（ランマ ＦＬ３－Ａ６－ＦＬ３）

増築部（鉄骨下地　ＥＣＰ部）

×１

丁番、固定金物一式

代替進入口、排煙オペレーター

７０

ＰＧ　ＦＬ３－Ａ６－ＦＬ３

2,
15

0

FL

ステンカラー

4,760

2,
00

0

1,625 70 70

4,760

1,497.5 1,497.5

AWKAW

FIXFIXFIXFIX

10
0

既存ＡＷ－５撤去部へ新設（腰壁撤去あり）

２階　スタッフルーム１ ×１ ×１２階　スタッフルーム２

70

ＰＧ　ＦＬ５－Ａ６－ＦＬ５

ステンカラー

７０

アルミ製引違い窓（３連）

2,345 2,345

1,
0
00

1,
0
50

アルミ製ＦＩＸ窓付引違い窓（２連）

クレセント、引手、戸車、他一式 クレセント、引手、戸車、他一式

網戸（合成樹脂） 網戸（合成樹脂） 網戸（合成樹脂）

1: 60
1:120

レバーハンドル、シリンダー錠、丁番、ＤＣ、フランス落し、戸当り、他一式

10
0

2,
01

0

FL

1,560

アルミ製２枚引違い窓

引手、戸車、鍵付きクレセント

2,
00

0
20
0

2
,8

60

66
0

 排煙有効高

2,
1
00

 天井高(2,900)

80
0

915 915

1,900

70

1,600

2,
90

0

KAG
1

１階　機械室２ ×２

アルミ製固定ガラリ

７０

ステンカラー

固定金物一式

防虫網

4 5

既存ＲＣ壁解体部に新設

排煙オペレーターは、ＦＬから1,500以下に設置すること。

共通事項

1,480

9
00

1,
38

0

アルミ製引違い窓

2,270

 天井高(2,450)

35
0

20
0

1,
90

0

 排煙有効高

55
0

1
00

2C
KAW

３階　ＥＶホール ×１

31
0

FL

10
0

2,
01

0

1
,6

0
0

70 70690 750 690

金属製建具表２（新設部・既存改修部）

ＳＤへ変更　欠番

2020.1

Ａ－４３

9
AW

1,000

2,000

2,
0
00

 天井高(15,500)

 排煙有効高

7
,7

50

天井高さの1/2以上

7,
75

0

1
3,

50
0

７０

ステンカラー

ＦＬ６

軸吊りヒンジ、他一式

×８

電動排煙オペレーター（予備電源付き）を設置する。

既存アルミ製片開き窓（丸窓）を排煙窓に改修する。

1,200 900 1,200 900 900 900 1,000

7,000

2
,1
0
0

9
00

3
,0

00

PT
1

６０

スチールパネル：化粧鋼板

ＦＬ５（飛散防止フィルム貼）

レバーハンドル、丁番、ＤＣ、戸当り、他一式

スチールパーティション

（ニチベイ　ユニパートツインエースＪＷ同等品）

90° 90°

塔屋階　スタジオＡ１（上部） ２階　ホール ×１
KAG

×２
4

既存ＡＷ－１０１撤去部へ新設（カバー工法） 既存ＡＧ撤去部へ新設（カバー工法）

既存ＡＧ撤去部へ新設（カバー工法）

既存ＡＷ撤去部へ新設（カバー工法）

１階　機械室１

4
00

600

安　田　勇　二管理建築士　一級建築士大臣登録 第 177796 号
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補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計 一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

図面名称

作成年月

A3
A1

工事名称

旧県立美術館改修工事

符号・数量

備 考

金 物

ガ ラ ス

仕 上

見 込

名 称

形状・寸法

符号・数量

備 考

金 物

ガ ラ ス

仕 上

見 込

名 称

形状・寸法

符号・数量

備 考

金 物

ガ ラ ス

仕 上

見 込

名 称

形状・寸法

符号・数量

備 考

金 物

ガ ラ ス

仕 上

見 込

名 称

形状・寸法

1: 60
1:120

既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】 既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】 既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】 既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】 既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】 既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】

既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】 既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】 既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】 既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】 既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】 既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】

既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】 既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】 既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】 既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】 既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】 既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】

既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】 既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】 既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】 既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】 既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】 既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】

×１
WD
3

2
,1

5
0

800

木製フラッシュ片開きドア

片面 練付ベニヤ　ＣＬ塗替、片面 シナベニヤ　ＳＯＰ塗替

シリンダー交換

木製フラッシュ片開きドア

既存シナベニヤ ＳＯＰ（ＳＯＰ塗替）

シリンダー交換

800

2
,1

5
0

WD
２階 スタッフルーム２ ×２２階 スタッフルーム１

103

2
,1

5
0

650

×１
WD
9

１階 倉庫１－６

排煙告示対応：既存木枠内にH=100の不燃壁追加設置（詳細別図）

2
,1

5
0

650

排煙告示対応：既存木枠内にH=100の不燃壁追加設置（詳細別図）

×１
10

１階 トイレ
WD

木製フラッシュ片開きドア 木製フラッシュ片開きドア

既存：シナベニヤ 塩化ビニル樹脂エナメル塗装 既存：シナベニヤ 塩化ビニル樹脂エナメル塗装

ＤＣ、丁番調整 ＤＣ、丁番調整

×１
SD

1,600

スチール製両開きフラッシュドア

シリンダー交換

ＤＣ調整、ストップなしとする

既存建具　清掃

排煙告示対応：自閉の不燃戸 垂れ壁H=300確保

2
,1

5
0

10A

スチール製親子開きフラッシュドア（常時閉鎖　防火設備）

×１

既存建具　下地調整のうえＳＯＰ塗替

SD
11

×１
SD
12

1,000

シリンダー交換

既存建具　下地調整のうえＳＯＰ塗替

ＤＣ調整、ストップなしとする

スチール製片開きフラッシュドア

2
,1

5
0

×１
SD

1,600

スチール製両開きフラッシュドア

2
,1

5
0

10B
１階 機械室１（屋外側）

シリンダー交換、ＤＣ調整

１階 機械室３ ×１
SD
14

2
,1

5
0

800

排煙告示対応：自閉の不燃戸 垂れ壁H=300確保

シリンダー交換

ＤＣ調整、ストップなしとする

既存建具　清掃

スチール製片開きフラッシュドア

×１
SD
13

１階 廊下（屋外側）

スチール製片開きフラッシュドア

シリンダー交換、ＤＣ調整

2
,1

5
0

935

既存建具　ＤＰ塗替

倉庫２－５ 倉庫１－５

×１
SD
15

スチール製片開きフラッシュドア

１階 機械室１

既存建具　存置

800

2,
15

0

SD
×１

2,
15

0

102
１階 機械室４

750

スチール製片開きフラッシュドア

既存建具　清掃

ＤＣ調整、ストップなしとする

シリンダー交換

排煙告示対応：自閉の不燃戸 垂れ壁H=300確保

SD
×１

103
１階 倉庫１－７

2,
15

0

900 600

1,
20

0

SD
×１

104
１階 機械室２

スチール製片開きフラッシュドア スチール製片開きフラッシュドア

既存建具　存置既存建具　清掃

SD
×１１階 機械室１

1,600

2,
15

0

スチール製片開きフラッシュドア

既存建具　存置

105
×１

SD

スチール製片開きフラッシュドア

800

2,
15

0

19
２階 倉庫 ２－６

既存建具　存置

400 800

1,200

既存建具　下地調整のうえＤＰ塗替

2
,1

50

シリンダー交換、ＤＣ調整

１階 機械室１

※壁内に隠ぺい

シリンダー交換

LSD
101

×１

2
,0

50
20
0

排煙告示対応：自閉の不燃戸 垂れ壁H=300確保

既存建具　清掃

１階 多目的トイレ（既存建具の調整のみ）

1,900

軽量スチール製ハンガー片引き戸

ハンガー機構調整（ストップなしとする）

有効開口幅 800以上確保

既存建具表１（木製建具・スチール製建具）

2020.1

Ａ－４４
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補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計 一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

図面名称

作成年月

A3
A1

工事名称

旧県立美術館改修工事

符号・数量

備 考

金 物

ガ ラ ス

仕 上

見 込

名 称

形状・寸法

符号・数量

備 考

金 物

ガ ラ ス

仕 上

見 込

名 称

形状・寸法

符号・数量

備 考

金 物

ガ ラ ス

仕 上

見 込

名 称

形状・寸法

符号・数量

備 考

金 物

ガ ラ ス

仕 上

見 込

名 称

形状・寸法

1: 60
1:120

既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】 既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】 既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】 既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】 既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】 既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】

既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】 既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】 既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】 既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】 既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】 既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】

既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】 既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】 既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】 既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】 既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】 既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】

既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】 既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】 既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】 既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】 既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】 既存建具【　・現状のまま存置　・清掃　・塗替　・調整　・その他　】

2,
88

5

1,200

７０

ステンカラー

74
0

1
00

2,
0
45

アルミ製内倒し窓付ＦＩＸ窓

合わせガラス１８

AW
1

１階 市民交流スペース

サッシ・ガラス清掃

×７

ステンカラー

７０

アルミ製ＦＩＸ窓付両開きドア

FIX

2,
00

0
1
00

8
90

2,
9
90

1,830

AD
3

フロアヒンジ調整、シリンダー交換

サッシ・ガラス清掃

ＴＰ１２

１階 市民活動スペース(南側）、風除室２（室内側） ×２ ×２
AW
5

１階 コインロッカー室、授乳室２、会議室

アルミ製引違い窓（２連）

７０

ステンカラー

ＦＬ５

サッシ・ガラス清掃

戸車、クレセント調整

2
,1

5
0 1

,2
50

4,760

2,3502,350

90
0

FL

60

×２
AW
10

２階 男子トイレ

90
0

1
,2

50

FL

1,000

７０

ステンカラー

サッシ・ガラス清掃

戸車、クレセント調整

アルミ製引違い窓

既存ＦＬ５：不透明ガラスフィルム貼

７０

ステンカラー

アルミ製ＦＩＸ窓

FL

FIXFIXFIXFIXFIX

4,710

910910910910910

2,
00

0

40 40 40 40

ＦＬ６

3
AW

２階 Ｂ階段 ×１

３枚は無窓階算定不算入

階段部のため

サッシ・ガラス清掃

9
AW

2,
00

0

７０

ステンカラー

ＦＬ６

塔屋階　スタジオＡ１（上部）

1,000

2,000

×１０

既存アルミ製片開き窓（丸窓）

サッシ・ガラス清掃

可動部調整

うち妻面の２か所は、不透明ガラスフィルム貼

１階 機械室１ ×１

既存建具　存置・清掃

5,130

8
40

アルミ製内倒し窓、ガラリ

７０

ステンカラー

ＦＬ３

サッシ・ガラス清掃

AG
１階 機械室１ ×１

5,130

8
40

アルミ製内倒し窓、ガラリ

７０

ステンカラー

ＦＬ３

サッシ・ガラス清掃

AG
103 104

１階 機械室１ ×１

アルミ製内倒し窓、ガラリ

７０

ステンカラー

ＦＬ３

サッシ・ガラス清掃

AG
105

8
40

3,420

既存建具表２（アルミ製建具）

2020.1

Ａ－４５
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補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計 一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

図面名称

作成年月

A3
A1

工事名称

2020.1

間　口 奥　行 高　さ

寸 法（ｍｍ） 配管接続口径（Ａ） 電 気（ｋＷ）

給　水 給　湯 排　水口径（Ａ）消費量 1φ 1φ 3φ
100V 200V 200V

ガス(１３Ａ)

kW

ＴＬ０７－Ｔ６２A
台
　
　
　
数

フ
　ー

　
ド

備　　　　考Ｎｏ． 品　　　　名 参考型番

120NBE
1調理台2

TX-WCT-

1 40

1

1

1 GF
ﾎｰｽ
13φ

12.9

1

1

1 15x2 15 50x2

1
15
G.V

15 FF別途設備工事

冷蔵コールドテーブル

吊戸棚

コンロ台（下部戸棚）

ガスコンロ

引出付作業台

冷蔵ショーケース

二槽シンク

瞬間湯沸器

5

6

7

8

9

10

11

12

TX-2S-120

16号相当

RT-150SNG-ML

TX-HCB-150S

RSB-2PRJ

TX-WT-60DNB

RTS-120SNB2

0.34

0.19

0.134.915

1200

1500

1500

900

750

600

1200

1200

600

600

600

520

600

300

600

600 800

800

600

596
800

204

800

800

800

テナント厨房機器表

MC35 W=950

2,
97

5
1,

25
0

2,
97
5

97
5

2
,0

0
0

29
0

650 800 450

L250CM

2,700

6
00

カウンター W=2700 D=600 t=30

タモ積層材(フリー板) ＣＬ

棚受金物 @600 8
00

1,
16

0
50

倉庫１－２機械室４

56

7 8

2

11 109

手洗器（別途設備工事）

排気フード（別途設備工事）

12

倉庫１－３

厨房

テナントカフェ

5,400

2,
60

0
7,

20
0

1
,7

00

5
,2

00
2
,0
0
0

Ａ

B1

Ｃ

５ ６

一槽シンク－ ２階 スタジオＡ２内に設置

屋内型

207リットル

引出1ヶ

335リットル

1200 600 8001 15 50TX-1S-120

別途工事

82
0

3
0

8
50

70
0

3
0

64
0

3
0

4,980

30 1,620 30 1,620 30 1,620 30

4,980

30 1,620 30 1,620 30 1,620 30

6
5

51
0

6
5

天板：タモ積層材 t=30 ＣＬ

受枠：L-3tX30X30 St ＳＯＰ

650 820 150 150 820 650

20
0 PL-1.2tSUS304 HL

(ｵｰﾊﾞｰｼﾝｸ S215)

電気温水器

20
0 PL-1.2tSUS304 HL

(ｵｰﾊﾞｰｼﾝｸ S215)

Ａ面

ＬＧＳ下地壁

W=820×D=510×H=200

排水トラップまで本工事

Ｓ＝１／２０

Ａ面

7
00

3
0

6
40

30

4,980

1,620 1,620 1,620

補強材(兼パネル下地) st PL4.5 ＳＯＰ st □-30×30×1.6t ＳＯＰ

斜線部：木製フラッシュパネル t=25 ＳＯＰ

表面材 シナベニヤ t=4.0

7
00

3
0

6
40

30
天板：タモ積層材 t=30 ＣＬ

CS-T34BFR

ＩＨヒーター

CS-T34BFR

ＩＨヒーター

200 650 3,280 650 200

82
0

3
0

8
50

4,980

1,620 1,620 1,620

st □-30×30×1.6t ＳＯＰ

(ｱｼﾞｬｽﾀｰ用長ﾅｯﾄ)

(ｱｼﾞｬｽﾀｰ用PL)

Ｃ面

Ｂ面

30303030

30 30 30 30

受枠：L-3tX30X30 St ＳＯＰ
補強材 st PL4.5 ＳＯＰ

1
00

6
90

3
0

30

8
50

700

64030 30

Ａ面 側面図

平面図（天板下）

平面図（天板上）

Ｂ面 側面図

電気温水器

別途工事 別途工事

水栓金具、給排水接続は別途工事

天板上に設置（本工事）

参考型番 パナソニック NE-BS806 ×２台

電気オーブンレンジ 

平面図（天板上）

Ａ面 側面図

補強材 st PL4.5 ＳＯＰ

1
00

6
90

3
0

30

8
50

側面 立面図
700

64030 30

側面 木製フラッシュパネル t=25 ＳＯＰ

表面材 シナベニヤ t=4.0 ＳＯＰ

オーバーシンク　参考型番 Ｓ２１５（ｅｋｒｅａ）

参考型番 三菱電機 参考型番 三菱電機

図示
図示

キッチンカウンター１（ＩＨヒーター側）A1：1/20　A3:1/40

キッチンカウンター２（シンク側）A1：1/20　A3:1/40

厨房設備平面図・機器表　A1：1/50　A3:1/100

旧県立美術館改修工事

家具図・厨房設備平面図・機器表 Ａ－４６

安　田　勇　二管理建築士　一級建築士大臣登録 第 177796 号

変更図
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［仕様書］

（ＡＬＣ、ＰＣ壁の場合）

（ＲＣ壁の場合）

（ＡＬＣ、ＰＣ壁の場合）

（ＲＣ壁の場合）

（ＲＣ壁の場合）

装置全高

Ｈ１

Ｈ２

Ｈ３

Ｈ４

Ｈ５

Ｈ６

Ｈ７

７５

装置幅

Ｂ部

Ａ部

Ｃ

上下フレーム

上下フレーム

中間フレーム

中間フレーム

中間フレーム

中間フレーム

中間フレーム

※

７
５

幕
Ｍ１０×１６０ｍｍ又は２００ｍｍ　ＳＵＳ３０４全ネジ　貫通ボルト付き

差し込み式ハンドル

（コンクリートアンカー、ＡＬＣプレート共通）

バトンピッチ約１６００ｍｍ

１７０

ＡＬＣプレ－ト

ｔ１．５×１６×５０×７５

ｔ４×１５０×１５５

１．５ｔ×１６×５０×７５

幕収納時

アンカープレート

ｔ１．５×３０×１７０×１６７×５５

下化粧板

中間バトン　ｔ１．５×φ２５

ワイヤーロープφ４

Ｃ′

フレーム

ｔ５×７５×１００×１５０

アンカーベース

コンクリートアンカー　Ｍ１０（ＳＵＳ３０４）

アンカーベース

装置幅　　　２０００ｍｍ

（別途）

（別途）

ステンレス

ガラス繊維入り樹脂

幕止めフック

装置外ラインを表す

装置幅

幕カラミ防止装置（９０゜回転収納）

ウインチ

幕止めフック

アンカープレート

コンクリートアンカー　Ｍ１０

コンクリートアンカー　Ｍ１０

固定バトン（下部）ｔ１．５×２５．４角パイプ

７
５

誘導バトン

中間バトン

固定バトン

防水コーキング

防水コ－キング

ＡＬＣプレ－ト（ｔ４．５×□２００　スチ－ル、ユニクロメッキ）

フレーム　ｔ１．５×１６×５０×７５

フレーム

ワイヤーロープ　φ４

水抜き穴

ガイドローラー
バトンスプリング

フレームジョイント

フレームジョイント
装置幅

５０装置幅－１００５０

１
０

０

１７０
７５

１
５
０

２
０

０

１
０
０

２００

７５

Ｄ

Ｄ’

ウインチ：ステンレス

補正年月日 補正内容 備　考 作成年月工事名称

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

株式会社　　コスモス設計

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

1:100

A1

A3

1:200

旧県立美術館改修工事

懸垂幕詳細図１

2019.3

装置高さ　　７０００ｍｍ

西側３連設置

材質：ウインチを除きＳＵＳ３０４　＃４００研磨

側面図 正面図 アンカー図

メディアタワー　下手巻式（ＭＴＳＴ型）標準地域仕様

Ａ部　断面詳細図
Ｂ部詳細図

Ｃ～Ｃ’断面詳細図
Ｄ～Ｄ’断面図

Ａ－４７
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（別途鉄骨工事）

補正年月日 補正内容 備　考 作成年月

工事名称

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

株式会社　　コスモス設計

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

1:100

A1

A3

1:200

旧県立美術館改修工事

装置高さ　　６０００ｍｍ

正面図 側面図

装置幅

アーム幅

躯体 ▼ＧＬ

（
6
5
0
）

（
3
5
0
）

アーム幅＝装置幅+400以上

（別途鉄骨工事）
（溶接固定すること）

50 120

230 装置幅

（30）

120

ウインチハンドル

干渉注意

（
2
5
）

幕幅＝装置幅-100mm

▼ＧＬ躯体

70 130

2
5

5
5

ウインチハンドル

干渉注意
（緩み防止ナット付き）

（溶接固定すること）

（溶接固定すること）

ウインチハンドル

干渉注意

A
寸

法

（別途鉄骨工事）

アーム（上）
シーブ台

φ６サイドワイヤー

φ４メインワイヤー

オープンフック

幕止め金具

誘導バトン

躯体（別途鉄骨工事）

アーム中心線

４－アイボルト及び中央のシーブはアーム中心線上に設置する

躯体側のシーブはサイドワイヤーと干渉しないように２５ｍｍ程度ズラして取付ける

下部ストッパー

ウインチ台取付用穴（４－Ｍ８タップ）

Ｍ８アイボルト

Ｍ８アイボルト

ターンバックル

アーム（下）
ウインチ台

アーム（下）

※３

懸垂幕詳細図２

2019.3

寸法

装置幅　　　２０００ｍｍ

南側２連設置

メディアタワー　下手巻　ワイヤー式（ＭＴＳＴ－ＪＷ型）

Ａ－４８
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S=1:100

下層路盤工：再生クラッシャーラン(RC-40)t=15cm

園 路 縁 石 工

150

1

5

0

5

0

1

0

0

250

地先境界ブロック(150×150)
S=1:20

基礎コンクリート

(18N-8-40)

基礎材(RC-80)

地先境界ﾌﾞﾛｯｸ(C-150×150)

L=0.6m　W=32kg/個

下層路盤工：再生クラッシャーラン(RC-40)t=15cm

S=1:100

補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

図面名称

作成年月

1:100

1:200

A3

A1

工事名称

2019.3

旧県立美術館改修工事

舗装仕上

土塁

自転車置場

（仮称）秋田市文化創造交流館

土塁

土塁

保存樹

クロマツ

空調

屋外機

受変電設備

通用口

展示物等

搬入口

国学館高等学校

学校法人敬愛学園

エレベーター
増築部

駐車場 ７台

（うち 車いす用１台）

芝

舗装仕上

至 千秋公園

至 広小路

中
 
土
 
橋
 
通
 
り

（イベント・憩いの場）

広場空間

広場空間

（イベント・憩いの場）

芝

（イベント・憩いの場）

広場空間

芝

県・市連携文化施設

移設

給水・電源
屋外設備新設

屋外設備新設
給水・電源

お　堀

外構平面図

北

③ 県記念会館の説明版(昭和時代の写真付き）

④ 三の丸と土塁の説明版(明治時代の写真付き)

既存コンクリート塀 撤去 

（敷地北側 約60ｍ）

① 東海林太郎胸像(移設)

既存コンクリート塀 撤去 

（敷地西側 約95ｍ）
舗装仕上
カラーアスファルト

アスファルト舗装 アスファルト舗装(カラー)

表　層　工：再生②密粒度アスコン(20)　 t= 5cm

表　層　工：カラー舗装　　　　　　 　　

歩道t= 4cm　車道t= 5cm

496m

記念石移設

UP

UP UP

UP

UP

名 　  　　 称 数 　 量

m2

アスファルト舗装Ａ（カラー） A= m2

m2

A=

A=

２９６

A= m2

地先境界ブロック(150×150)

A=

野芝張り

m

４９６

イベント広場 １，８２１

アスファルト舗装Ａ（カラー） A= m2

２９０

８１３

花壇復旧補修　4.8ｍ

既存コンクリート塀 撤去 

アスファルト舗装

車道

歩道

上層路盤工：粒度調整砕石(M-40)　　　　 t=15cm

路　盤　工：再生クラッシャーラン(RC-40)t=15cm

Ａ－５２

UP

② 平野政吉・藤田嗣治胸像(現存)コーティング塗装（耐候性）

コンクリート基礎 基礎W1000×L1000×H200 
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検　印 作　図 縮尺 図面番号

工事名称

図面名称

作成年月

A3
A1

旧県立美術館改修工事
株式会社　　コスモス設計 一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

安　田　勇　二管理建築士　一級建築士大臣登録 第 177796 号

樹木計画図

ツゲ４

ケヤキ13

ケヤキ

通用口

至 千秋公園

中
 土
 
橋
 通
 り

空調

屋外機

受変電設備

クロマツ１

保存樹

サクラ２

クロマツ３

サクラ３

ケヤキ３

ケヤキ６
ケヤキ４

ケヤキ５

ケヤキ１

ケヤキ２

サクラ６

サクラ４

ケヤキ11 ケヤキ９

ケヤキ10 ケヤキ８

ケヤキ７

ケヤキ15

学校法人敬愛学園

国学館高等学校

メタセコイア11

メタセコイア12 メタセコイア14

メタセコイア13 メタセコイア15

メタセコイア16

イチョウ２
ケヤキ16

メタセコイア17

メタセコイア18

メタセコイア19

ケヤキ17

イチョウ３

ドウダン20

ドウダン21ドウダン22

土塁

土塁

土塁

メタセコイア20

ケヤキ

ケヤキ

ケヤキ

ケヤキ

ケヤキ

ケヤキ

ケヤキ

ケヤキ

メタセ
コイア１

メタセ

メタセ

メタセ

メタセ

コイア２

コイア３

コイア４

コイア５

サクラ５

メタセ
コイア７

ケヤキ12

メタセ

メタセ

コイア８

コイア10

イチョウ１

アカマツ３

メタセ
コイア９

モミジ３
モミジ４

カイヅカ

イブキ４

カイヅカ

カイヅカ

イブキ１

イブキ２

モミジ６サクラ８

モミジ２

クロマツ２

カイヅカ

イブキ３

サザンカ

サザンカ

サザンカ

１

２

３

サルスベリ１

ツゲ１

ツゲ２

ヒバ17

ヒバ18

ヒバ20

ヒバ19

ヒバ24

ヒバ25

ヒバ26

ヒバ27

ヒバ28

ヒバ29

ヒマラヤスギ１

ヒマラヤスギ２

ヒマラヤスギ３

ヒマラヤスギ４

ヒマラヤスギ５

ヒマラヤスギ６

ドウダン19

ツバキ

メタセ
コイア６

クロマツ５

ハルニレ１

ハルニレ２

モミジ５

カツラ１

モッコク

モッコク モッコク

ツツジ

ヒバ31

ヒバ32
ヒバ33 ヒバ35ヒバ34

ヒバ21

ヒバ22

ヒイラギ１

ヒバ１

ヒバ２
ヒバ３

ヒバ４

ツゲ８

ツゲ５ ツゲ６ ツゲ７

ニシキギ

ツツジ×５

ヒバ５～８ ヒバ９～16

枯木

クロマツ４

凡 例

花壇撤去位置

北

（積石）

ツゲ３

ツツジ

ドウダン×10

ツゲ

ツゲ

ヒイラギ

ツツジ×２

ドウダン×５

カイヅカイブキ

カイヅカイブキ

カイヅカイブキ

イブキ×６

カイヅカ

ツツジ×２

その他×２
ツゲ×１

ツツジ

アジサイ

キャラ×２

タラ

ケヤキ14

ケヤキ

抜根

抜根

抜根

サクラ１

１

２

番号 凡例

３

４

５

　ヒバ×２９、サクラ、クロマツ、ケヤキ

数量

１３本

３２本

樹木種別・施工内容等

　メタセコイヤ×10、アカマツ、クロマツ、カツラ

　ツゲ×３、モミジ
　４本

既存存置樹木 －

伐採・抜根（高木）H=20ｍ程度

伐採・抜根（高木） H=6ｍ以上

伐採・抜根（中低木） H=5ｍ以下

伐採・抜根（株物） H=1ｍ以下
４７本

移植樹木
（足場設置前に、敷地内で仮移植し、外構整備工事で本植を行う）

１１本

　モミジ H=8.0ｍ×１本

　モミジ H=6.0ｍ×１本

　ツゲ H=3.0ｍ×１本

　カイヅカイブキ H=3.5ｍ×２本

　ドウダンツツジ H=4.0ｍ×３本

６

７

　ドウダン、カイヅカイブキ、ツツジ、ツゲ等

道路沿高木枝払い

　メタセコイア、ケヤキ、イチョウ
　８本

　ツバキ H=3.0ｍ×１本

　キャラ H=1.0ｍ×１本

　ツツジ H=1.0ｍ×１本

2020.1

Ａ－５３
1:200
1:400

変更図
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補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計 一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

図面名称

作成年月

A3
A1

工事名称

2020.1旧県立美術館改修工事

Ａ－５７

DN
UP

倉庫２－１
屋 根

スタジオＡ２

DS

DS

倉庫２－２

EXP.J

DN

UP

倉庫

２－５

Ｃ階段

倉庫２－４

倉庫２－３

2
,6

00
7,

20
0

5
,8

00
5
,8

00
7,

20
0

2
,6

00

Ｇ

Ｆ

Ｅ

Ａ

Ｃ

Ｄ

31
,
20

0

B1

2,
50

0
4
,7

0
0

4,
7
00

2,
50

0

１ ２ ３ ４ ５ ６

5,400 5,400 5,400 5,400 5,400

54,000

2,475 2,925 575 4,825

2400

1500 1500

39
00

3
90

0

12001200

29
00

3000

4
300

4
30

0
5
80

0
5
800

29
00

58
00

290
0

290
0

12001200

300 300

吊物制御盤

格子バトン２

格子バトン１

5,400

３ ４

C

C

B B B B

A A

B B B B

A A

61
0
0

150 150

3400

61
0
0

500

350

10001050500

150 150

3400

500

350

10001050500

10001000

10001000

10
0
k
g×

3

2
5
0
kg

8
5
kg

×
3

20
k
g
×

4

1
0
0k

g
×

3
60

0
k
g

8
5k

g
×

3

1
00

kg
×

3

2
50

k
g

5
00

k
g

8
5
k
g×

3

85
k
g×

3

5
0
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水平方向の荷重を示す。

垂直方向の荷重を示す。

（下向き荷重）
荷重×吊数

荷重

吊物荷重凡例 （単位はkg）

　　鉄骨自重、他設備等の荷重は含まない。

注）荷重は最大積載時の荷重を示す。

スノコ鉄骨部材表（建築工事）

記号

A

B

C

部　　材

H-125x125x6.5x9

[-125x65x6

C-100x50x20x2.3 @150

適用規準類 本特記仕様を適用するにあたって、建築基準法、労働安全 衛生法等の法令、

規則による他、必要に応じて、以下に定 める指針、規準、規格等を適用する。 

建築設備耐震設計・施工指針（日本建築センター） 

懸垂物安全指針・同解説（日本建築センター）

JATET-M-6030-3 吊物機構安全指針・同解説 

 日本工業規格（ＪＩＳ）

（劇場演出空間技術協会）

設計用荷重

（1）自重 

（2）積載荷重 

（5）地震荷重

設計用荷重は下記によるものとし、各荷重に対し必要な強 度を備えなければ

ならない。

基準強度 機器機材の強度は、建築基準法の規定及び各種基準によるほか、用途、使用

頻度、荷重状況、信頼性等を考慮して、各メーカの示す、選定条件を満たす

使用範囲内のものとする。

無償保守及び保証期間

又、本工事引渡し日から3カ月の内に一回の保守点検調整を行う。 

尚、機器の保証期間は、引渡し日から12カ月間とする。

本工事引渡し後保証期間内に生じた製作・施工の欠陥によ る故障・破損は、

速やかに無償修理を行う。

一般事項

塗　　　装機器性能 フレーム、マシンベース、架台等の塗装

吹き付け塗装では、吹きむらのないように塗装する。

駆動マシン、減速機、ブレ-キ、軸受等の塗装

塗装及び色調は製作者の標準仕様による。

制御盤、操作盤

工場において加工または組立を終了した部材は、社内検査 終了後、塗装

を施す。塗装仕様は製作者の標準仕様による。 但し、現場溶接部のまわ

りは、工場において塗装せず、 現場溶接後、同等の塗装をする。

刷毛塗りでは、刷毛目を揃え、塗り落し、たまり、あわ等 の欠点を生じ

ないように一様に塗る。 

（3）駆動装置の起動、停止（加減速）により作用する衝撃荷重（発停荷重） 

すのこ工事一式 

（主鉄骨、滑車駆動マシン受材、すのこ板並び

に端部受材、 アンカボルト、吊材、吊フック）

すのこにおける舞台機構設備機器取付工事

（取付穴あけを含む）

すのこにおける加工部の補強並びに錆止め塗装

舞台機構制御盤までの一次側電源供給接続工事

舞台機構制御盤からの二次側配管・配線工事

天井仕上げにおけるワイヤ貫通部スリーブ及び化粧枠

工事区分表
舞台

機構
建築 電気

舞台

照明
その他

工　事　項　目

（mm）

制御方式
検知

過負荷
操作方式

（ｋＷ）

動　力
吊　数

ワイヤ径

（ｍ／ｍｉｎ）

速　度積載量

（ｋｇ）（ｋｇ）

自　重

φ6

φ6

○直入れ始動釦スイッチ200 300 5 6 0.75電動ドラム巻取り式5,800x3,000 昇降格子バトン２

○直入れ始動釦スイッチ200 300 5 6 0.75電動ドラム巻取り式昇降5,800x3,000格子バトン１

機　構

方　式
寸法（ｍｍ） 駆　動　方　式No.

2

1

装　置　名　称

吊物機構仕様

ストローク：10,600（１、２共）

吊物機構詳細図１

スタジオＡ１

1:100
1:200

２階吊物機構平面図 塔屋階スノコ平面図

（4）駆動装置定常運転により作用する荷重（駆動荷重）

制御盤、操作盤の塗装仕様は、製作者の標準仕様とする。 

塗装色については、監督員と協議の上決定する。

鉄部は、すべてＳＯＰ塗装とする。
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補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計 一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

図面名称

作成年月

A3
A1

工事名称

2020.1

図示
図示

旧県立美術館改修工事

64 80

3
0
6

2
9
0

32 40 4032

8
8

400

1
8
0
0

5
0

2
0
5
0

700

2
0
0

コンセントへ

ＯＬ

△

▽

電源

ＦＵＬＳ

ＦＤＬＳ

ＮＰ

ＯＦＦ

Ｓ

格１ 格２

Ｏ

Ｓ

Ｔ Ｐ

Ｇ

Ｅ

Ｍ

Ｅ
Ｒ

Y

ＥＮ

Ｃ

ＯＦＦ ＯＮ

２０ＡＴ

３０ＡＦ

ＭＣＣＢ　３Ｐ

ＥＳ

ＣＮ ＦＬ

２００３
Ｗ

５０
ＨｚＶ

吊物機構制御盤

ＥＤ

電源引込み（電気設備工事）

ＭＣＣＢ　２Ｐ

１５ＡＴ

３０ＡＦ

ＦＬＳ回路 操作信号回路

１００Ｖ

２００Ｖ
ＴＲ

制御回路

ＤＣ２４Ｖ

ＡＣ２００Ｖ
ＰＳ

３０ＡＦ

１０ＡＴ

３０ＡＦ

１０ＡＴ

ＭＣＣＢ　２Ｐ ＭＣＣＢ　２Ｐ

１００Ｖ

２００Ｖ
ＴＲ

Ｆ：３Ａ ＰＬ

１００２
Ｗ

５０ １５
ＨｚＶ Ａ

Ｆ：３Ａ ＰＬ

電源引込み（電気設備工事）

１
φ

ＬＳＷ

ＦＬＳ

３
φ

７
ＫＶＡ

３

ＫＶＡ

起動時

定格時

４ＡＴ

３２ＡＦ

ＭＭＣＢ　３Ｐ

Ｕ Ｄ

非常停止

電源

手元操作釦

格子バトン１、２

ｋＷ
～
Ｍ

０．７５

×２

格子バトン１

格子バトン２

ＬＣ

×２

ＲＦ

Ｍ
Ｂ

単線接続図 吊物制御盤外形図（A1:1/10 A3:1/20）手元操作釦外形図（A1:1/2 A3:1/4）

配線系統図

Ａ－５８

２００Ｖ電源引込

１００Ｖ電源引込
電磁ブレーキ

０．７５ｋＷ

Ｂ

Ｍ

EM-CEE　1.25sq－10C

機側ＢＯＸ

接地（Ｄ種）
×２

格子バトン１

格子バトン２
リミットスイッチＬＳＷ

過負荷検出器ＬＣ
EM-KPEE-SB　0.3sq－3P

EM-CE　3.5sq－4C
吊
 
 
物
 
 
機
 
 
構
 
 
制
 
 
御
 
 
盤

吊物機構詳細図２

安　田　勇　二管理建築士　一級建築士大臣登録 第 177796 号

変更図

34


	07_建築_第1回変更図_1.pdfから挿入したしおり
	建築_第1回変更図.pdfから挿入したしおり
	変更図05_配置図・付近見取図
	変更図05-2_求積図・求積表（敷地面積）
	変更図06_求積図・求積表（延べ面積）
	変更図07_求積図・求積表（建築面積）
	変更図08_改修後仕上表
	変更図09_改修後仕上表
	変更図10_平面図1
	変更図11_平面図2
	変更図12_平面図3
	変更図13_平面図ph
	変更図15_立面図
	変更図16_断面図
	変更図35_エレベーター棟平面詳細図
	変更図36_エレベーター棟断面詳細図
	変更図40-1_建具配置図
	変更図40-2_建具配置図
	変更図40-3_建具配置図
	変更図40-4_建具配置図
	変更図41_建具表
	変更図42_建具表
	変更図43_建具表
	変更図44_建具表
	変更図45_建具表
	変更図46_家具図・厨房設備平面図
	変更図53_樹木計画図
	変更図57_吊物機構詳細図１
	変更図58_吊物機構詳細図２


	11_建築_第1回変更図_5.pdfから挿入したしおり
	建築_第1回変更図.pdfから挿入したしおり
	変更図05_配置図・付近見取図
	変更図05-2_求積図・求積表（敷地面積）
	変更図06_求積図・求積表（延べ面積）
	変更図07_求積図・求積表（建築面積）
	変更図08_改修後仕上表
	変更図09_改修後仕上表
	変更図10_平面図1
	変更図11_平面図2
	変更図12_平面図3
	変更図13_平面図ph
	変更図15_立面図
	変更図16_断面図
	変更図35_エレベーター棟平面詳細図
	変更図36_エレベーター棟断面詳細図
	変更図40-1_建具配置図
	変更図40-2_建具配置図
	変更図40-3_建具配置図
	変更図40-4_建具配置図
	変更図41_建具表
	変更図42_建具表
	変更図43_建具表
	変更図44_建具表
	変更図45_建具表
	変更図46_家具図・厨房設備平面図
	変更図53_樹木計画図
	変更図57_吊物機構詳細図１
	変更図58_吊物機構詳細図２


	12_建築_第1回変更図_6.pdfから挿入したしおり
	建築_第1回変更図.pdfから挿入したしおり
	変更図05_配置図・付近見取図
	変更図05-2_求積図・求積表（敷地面積）
	変更図06_求積図・求積表（延べ面積）
	変更図07_求積図・求積表（建築面積）
	変更図08_改修後仕上表
	変更図09_改修後仕上表
	変更図10_平面図1
	変更図11_平面図2
	変更図12_平面図3
	変更図13_平面図ph
	変更図15_立面図
	変更図16_断面図
	変更図35_エレベーター棟平面詳細図
	変更図36_エレベーター棟断面詳細図
	変更図40-1_建具配置図
	変更図40-2_建具配置図
	変更図40-3_建具配置図
	変更図40-4_建具配置図
	変更図41_建具表
	変更図42_建具表
	変更図43_建具表
	変更図44_建具表
	変更図45_建具表
	変更図46_家具図・厨房設備平面図
	変更図53_樹木計画図
	変更図57_吊物機構詳細図１
	変更図58_吊物機構詳細図２


	13_建築_第1回変更図_7.pdfから挿入したしおり
	建築_第1回変更図.pdfから挿入したしおり
	変更図05_配置図・付近見取図
	変更図05-2_求積図・求積表（敷地面積）
	変更図06_求積図・求積表（延べ面積）
	変更図07_求積図・求積表（建築面積）
	変更図08_改修後仕上表
	変更図09_改修後仕上表
	変更図10_平面図1
	変更図11_平面図2
	変更図12_平面図3
	変更図13_平面図ph
	変更図15_立面図
	変更図16_断面図
	変更図35_エレベーター棟平面詳細図
	変更図36_エレベーター棟断面詳細図
	変更図40-1_建具配置図
	変更図40-2_建具配置図
	変更図40-3_建具配置図
	変更図40-4_建具配置図
	変更図41_建具表
	変更図42_建具表
	変更図43_建具表
	変更図44_建具表
	変更図45_建具表
	変更図46_家具図・厨房設備平面図
	変更図53_樹木計画図
	変更図57_吊物機構詳細図１
	変更図58_吊物機構詳細図２


	14_建築_第1回変更図_8.pdfから挿入したしおり
	建築_第1回変更図.pdfから挿入したしおり
	変更図05_配置図・付近見取図
	変更図05-2_求積図・求積表（敷地面積）
	変更図06_求積図・求積表（延べ面積）
	変更図07_求積図・求積表（建築面積）
	変更図08_改修後仕上表
	変更図09_改修後仕上表
	変更図10_平面図1
	変更図11_平面図2
	変更図12_平面図3
	変更図13_平面図ph
	変更図15_立面図
	変更図16_断面図
	変更図35_エレベーター棟平面詳細図
	変更図36_エレベーター棟断面詳細図
	変更図40-1_建具配置図
	変更図40-2_建具配置図
	変更図40-3_建具配置図
	変更図40-4_建具配置図
	変更図41_建具表
	変更図42_建具表
	変更図43_建具表
	変更図44_建具表
	変更図45_建具表
	変更図46_家具図・厨房設備平面図
	変更図53_樹木計画図
	変更図57_吊物機構詳細図１
	変更図58_吊物機構詳細図２


	15_建築_第1回変更図_9.pdfから挿入したしおり
	建築_第1回変更図.pdfから挿入したしおり
	変更図05_配置図・付近見取図
	変更図05-2_求積図・求積表（敷地面積）
	変更図06_求積図・求積表（延べ面積）
	変更図07_求積図・求積表（建築面積）
	変更図08_改修後仕上表
	変更図09_改修後仕上表
	変更図10_平面図1
	変更図11_平面図2
	変更図12_平面図3
	変更図13_平面図ph
	変更図15_立面図
	変更図16_断面図
	変更図35_エレベーター棟平面詳細図
	変更図36_エレベーター棟断面詳細図
	変更図40-1_建具配置図
	変更図40-2_建具配置図
	変更図40-3_建具配置図
	変更図40-4_建具配置図
	変更図41_建具表
	変更図42_建具表
	変更図43_建具表
	変更図44_建具表
	変更図45_建具表
	変更図46_家具図・厨房設備平面図
	変更図53_樹木計画図
	変更図57_吊物機構詳細図１
	変更図58_吊物機構詳細図２


	16_建築_第1回変更図_10.pdfから挿入したしおり
	建築_第1回変更図.pdfから挿入したしおり
	変更図05_配置図・付近見取図
	変更図05-2_求積図・求積表（敷地面積）
	変更図06_求積図・求積表（延べ面積）
	変更図07_求積図・求積表（建築面積）
	変更図08_改修後仕上表
	変更図09_改修後仕上表
	変更図10_平面図1
	変更図11_平面図2
	変更図12_平面図3
	変更図13_平面図ph
	変更図15_立面図
	変更図16_断面図
	変更図35_エレベーター棟平面詳細図
	変更図36_エレベーター棟断面詳細図
	変更図40-1_建具配置図
	変更図40-2_建具配置図
	変更図40-3_建具配置図
	変更図40-4_建具配置図
	変更図41_建具表
	変更図42_建具表
	変更図43_建具表
	変更図44_建具表
	変更図45_建具表
	変更図46_家具図・厨房設備平面図
	変更図53_樹木計画図
	変更図57_吊物機構詳細図１
	変更図58_吊物機構詳細図２


	18_建築_第1回変更図_11.pdfから挿入したしおり
	建築_第1回変更図.pdfから挿入したしおり
	変更図05_配置図・付近見取図
	変更図05-2_求積図・求積表（敷地面積）
	変更図06_求積図・求積表（延べ面積）
	変更図07_求積図・求積表（建築面積）
	変更図08_改修後仕上表
	変更図09_改修後仕上表
	変更図10_平面図1
	変更図11_平面図2
	変更図12_平面図3
	変更図13_平面図ph
	変更図15_立面図
	変更図16_断面図
	変更図35_エレベーター棟平面詳細図
	変更図36_エレベーター棟断面詳細図
	変更図40-1_建具配置図
	変更図40-2_建具配置図
	変更図40-3_建具配置図
	変更図40-4_建具配置図
	変更図41_建具表
	変更図42_建具表
	変更図43_建具表
	変更図44_建具表
	変更図45_建具表
	変更図46_家具図・厨房設備平面図
	変更図53_樹木計画図
	変更図57_吊物機構詳細図１
	変更図58_吊物機構詳細図２


	19_建築_第1回変更図_12.pdfから挿入したしおり
	建築_第1回変更図.pdfから挿入したしおり
	変更図05_配置図・付近見取図
	変更図05-2_求積図・求積表（敷地面積）
	変更図06_求積図・求積表（延べ面積）
	変更図07_求積図・求積表（建築面積）
	変更図08_改修後仕上表
	変更図09_改修後仕上表
	変更図10_平面図1
	変更図11_平面図2
	変更図12_平面図3
	変更図13_平面図ph
	変更図15_立面図
	変更図16_断面図
	変更図35_エレベーター棟平面詳細図
	変更図36_エレベーター棟断面詳細図
	変更図40-1_建具配置図
	変更図40-2_建具配置図
	変更図40-3_建具配置図
	変更図40-4_建具配置図
	変更図41_建具表
	変更図42_建具表
	変更図43_建具表
	変更図44_建具表
	変更図45_建具表
	変更図46_家具図・厨房設備平面図
	変更図53_樹木計画図
	変更図57_吊物機構詳細図１
	変更図58_吊物機構詳細図２


	38_建築_第1回変更図_13.pdfから挿入したしおり
	建築_第1回変更図.pdfから挿入したしおり
	変更図05_配置図・付近見取図
	変更図05-2_求積図・求積表（敷地面積）
	変更図06_求積図・求積表（延べ面積）
	変更図07_求積図・求積表（建築面積）
	変更図08_改修後仕上表
	変更図09_改修後仕上表
	変更図10_平面図1
	変更図11_平面図2
	変更図12_平面図3
	変更図13_平面図ph
	変更図15_立面図
	変更図16_断面図
	変更図35_エレベーター棟平面詳細図
	変更図36_エレベーター棟断面詳細図
	変更図40-1_建具配置図
	変更図40-2_建具配置図
	変更図40-3_建具配置図
	変更図40-4_建具配置図
	変更図41_建具表
	変更図42_建具表
	変更図43_建具表
	変更図44_建具表
	変更図45_建具表
	変更図46_家具図・厨房設備平面図
	変更図53_樹木計画図
	変更図57_吊物機構詳細図１
	変更図58_吊物機構詳細図２


	39_建築_第1回変更図_14.pdfから挿入したしおり
	建築_第1回変更図.pdfから挿入したしおり
	変更図05_配置図・付近見取図
	変更図05-2_求積図・求積表（敷地面積）
	変更図06_求積図・求積表（延べ面積）
	変更図07_求積図・求積表（建築面積）
	変更図08_改修後仕上表
	変更図09_改修後仕上表
	変更図10_平面図1
	変更図11_平面図2
	変更図12_平面図3
	変更図13_平面図ph
	変更図15_立面図
	変更図16_断面図
	変更図35_エレベーター棟平面詳細図
	変更図36_エレベーター棟断面詳細図
	変更図40-1_建具配置図
	変更図40-2_建具配置図
	変更図40-3_建具配置図
	変更図40-4_建具配置図
	変更図41_建具表
	変更図42_建具表
	変更図43_建具表
	変更図44_建具表
	変更図45_建具表
	変更図46_家具図・厨房設備平面図
	変更図53_樹木計画図
	変更図57_吊物機構詳細図１
	変更図58_吊物機構詳細図２


	43_建築_第1回変更図_15.pdfから挿入したしおり
	建築_第1回変更図.pdfから挿入したしおり
	変更図05_配置図・付近見取図
	変更図05-2_求積図・求積表（敷地面積）
	変更図06_求積図・求積表（延べ面積）
	変更図07_求積図・求積表（建築面積）
	変更図08_改修後仕上表
	変更図09_改修後仕上表
	変更図10_平面図1
	変更図11_平面図2
	変更図12_平面図3
	変更図13_平面図ph
	変更図15_立面図
	変更図16_断面図
	変更図35_エレベーター棟平面詳細図
	変更図36_エレベーター棟断面詳細図
	変更図40-1_建具配置図
	変更図40-2_建具配置図
	変更図40-3_建具配置図
	変更図40-4_建具配置図
	変更図41_建具表
	変更図42_建具表
	変更図43_建具表
	変更図44_建具表
	変更図45_建具表
	変更図46_家具図・厨房設備平面図
	変更図53_樹木計画図
	変更図57_吊物機構詳細図１
	変更図58_吊物機構詳細図２


	44_建築_第1回変更図_16.pdfから挿入したしおり
	建築_第1回変更図.pdfから挿入したしおり
	変更図05_配置図・付近見取図
	変更図05-2_求積図・求積表（敷地面積）
	変更図06_求積図・求積表（延べ面積）
	変更図07_求積図・求積表（建築面積）
	変更図08_改修後仕上表
	変更図09_改修後仕上表
	変更図10_平面図1
	変更図11_平面図2
	変更図12_平面図3
	変更図13_平面図ph
	変更図15_立面図
	変更図16_断面図
	変更図35_エレベーター棟平面詳細図
	変更図36_エレベーター棟断面詳細図
	変更図40-1_建具配置図
	変更図40-2_建具配置図
	変更図40-3_建具配置図
	変更図40-4_建具配置図
	変更図41_建具表
	変更図42_建具表
	変更図43_建具表
	変更図44_建具表
	変更図45_建具表
	変更図46_家具図・厨房設備平面図
	変更図53_樹木計画図
	変更図57_吊物機構詳細図１
	変更図58_吊物機構詳細図２


	45_建築_第1回変更図_17.pdfから挿入したしおり
	建築_第1回変更図.pdfから挿入したしおり
	変更図05_配置図・付近見取図
	変更図05-2_求積図・求積表（敷地面積）
	変更図06_求積図・求積表（延べ面積）
	変更図07_求積図・求積表（建築面積）
	変更図08_改修後仕上表
	変更図09_改修後仕上表
	変更図10_平面図1
	変更図11_平面図2
	変更図12_平面図3
	変更図13_平面図ph
	変更図15_立面図
	変更図16_断面図
	変更図35_エレベーター棟平面詳細図
	変更図36_エレベーター棟断面詳細図
	変更図40-1_建具配置図
	変更図40-2_建具配置図
	変更図40-3_建具配置図
	変更図40-4_建具配置図
	変更図41_建具表
	変更図42_建具表
	変更図43_建具表
	変更図44_建具表
	変更図45_建具表
	変更図46_家具図・厨房設備平面図
	変更図53_樹木計画図
	変更図57_吊物機構詳細図１
	変更図58_吊物機構詳細図２


	46_建築_第1回変更図_18.pdfから挿入したしおり
	建築_第1回変更図.pdfから挿入したしおり
	変更図05_配置図・付近見取図
	変更図05-2_求積図・求積表（敷地面積）
	変更図06_求積図・求積表（延べ面積）
	変更図07_求積図・求積表（建築面積）
	変更図08_改修後仕上表
	変更図09_改修後仕上表
	変更図10_平面図1
	変更図11_平面図2
	変更図12_平面図3
	変更図13_平面図ph
	変更図15_立面図
	変更図16_断面図
	変更図35_エレベーター棟平面詳細図
	変更図36_エレベーター棟断面詳細図
	変更図40-1_建具配置図
	変更図40-2_建具配置図
	変更図40-3_建具配置図
	変更図40-4_建具配置図
	変更図41_建具表
	変更図42_建具表
	変更図43_建具表
	変更図44_建具表
	変更図45_建具表
	変更図46_家具図・厨房設備平面図
	変更図53_樹木計画図
	変更図57_吊物機構詳細図１
	変更図58_吊物機構詳細図２


	47_建築_第1回変更図_19.pdfから挿入したしおり
	建築_第1回変更図.pdfから挿入したしおり
	変更図05_配置図・付近見取図
	変更図05-2_求積図・求積表（敷地面積）
	変更図06_求積図・求積表（延べ面積）
	変更図07_求積図・求積表（建築面積）
	変更図08_改修後仕上表
	変更図09_改修後仕上表
	変更図10_平面図1
	変更図11_平面図2
	変更図12_平面図3
	変更図13_平面図ph
	変更図15_立面図
	変更図16_断面図
	変更図35_エレベーター棟平面詳細図
	変更図36_エレベーター棟断面詳細図
	変更図40-1_建具配置図
	変更図40-2_建具配置図
	変更図40-3_建具配置図
	変更図40-4_建具配置図
	変更図41_建具表
	変更図42_建具表
	変更図43_建具表
	変更図44_建具表
	変更図45_建具表
	変更図46_家具図・厨房設備平面図
	変更図53_樹木計画図
	変更図57_吊物機構詳細図１
	変更図58_吊物機構詳細図２


	48_建築_第1回変更図_20.pdfから挿入したしおり
	建築_第1回変更図.pdfから挿入したしおり
	変更図05_配置図・付近見取図
	変更図05-2_求積図・求積表（敷地面積）
	変更図06_求積図・求積表（延べ面積）
	変更図07_求積図・求積表（建築面積）
	変更図08_改修後仕上表
	変更図09_改修後仕上表
	変更図10_平面図1
	変更図11_平面図2
	変更図12_平面図3
	変更図13_平面図ph
	変更図15_立面図
	変更図16_断面図
	変更図35_エレベーター棟平面詳細図
	変更図36_エレベーター棟断面詳細図
	変更図40-1_建具配置図
	変更図40-2_建具配置図
	変更図40-3_建具配置図
	変更図40-4_建具配置図
	変更図41_建具表
	変更図42_建具表
	変更図43_建具表
	変更図44_建具表
	変更図45_建具表
	変更図46_家具図・厨房設備平面図
	変更図53_樹木計画図
	変更図57_吊物機構詳細図１
	変更図58_吊物機構詳細図２


	49_建築_第1回変更図_21.pdfから挿入したしおり
	建築_第1回変更図.pdfから挿入したしおり
	変更図05_配置図・付近見取図
	変更図05-2_求積図・求積表（敷地面積）
	変更図06_求積図・求積表（延べ面積）
	変更図07_求積図・求積表（建築面積）
	変更図08_改修後仕上表
	変更図09_改修後仕上表
	変更図10_平面図1
	変更図11_平面図2
	変更図12_平面図3
	変更図13_平面図ph
	変更図15_立面図
	変更図16_断面図
	変更図35_エレベーター棟平面詳細図
	変更図36_エレベーター棟断面詳細図
	変更図40-1_建具配置図
	変更図40-2_建具配置図
	変更図40-3_建具配置図
	変更図40-4_建具配置図
	変更図41_建具表
	変更図42_建具表
	変更図43_建具表
	変更図44_建具表
	変更図45_建具表
	変更図46_家具図・厨房設備平面図
	変更図53_樹木計画図
	変更図57_吊物機構詳細図１
	変更図58_吊物機構詳細図２


	50_建築_第1回変更図_22.pdfから挿入したしおり
	建築_第1回変更図.pdfから挿入したしおり
	変更図05_配置図・付近見取図
	変更図05-2_求積図・求積表（敷地面積）
	変更図06_求積図・求積表（延べ面積）
	変更図07_求積図・求積表（建築面積）
	変更図08_改修後仕上表
	変更図09_改修後仕上表
	変更図10_平面図1
	変更図11_平面図2
	変更図12_平面図3
	変更図13_平面図ph
	変更図15_立面図
	変更図16_断面図
	変更図35_エレベーター棟平面詳細図
	変更図36_エレベーター棟断面詳細図
	変更図40-1_建具配置図
	変更図40-2_建具配置図
	変更図40-3_建具配置図
	変更図40-4_建具配置図
	変更図41_建具表
	変更図42_建具表
	変更図43_建具表
	変更図44_建具表
	変更図45_建具表
	変更図46_家具図・厨房設備平面図
	変更図53_樹木計画図
	変更図57_吊物機構詳細図１
	変更図58_吊物機構詳細図２


	51_建築_第1回変更図_23.pdfから挿入したしおり
	建築_第1回変更図.pdfから挿入したしおり
	変更図05_配置図・付近見取図
	変更図05-2_求積図・求積表（敷地面積）
	変更図06_求積図・求積表（延べ面積）
	変更図07_求積図・求積表（建築面積）
	変更図08_改修後仕上表
	変更図09_改修後仕上表
	変更図10_平面図1
	変更図11_平面図2
	変更図12_平面図3
	変更図13_平面図ph
	変更図15_立面図
	変更図16_断面図
	変更図35_エレベーター棟平面詳細図
	変更図36_エレベーター棟断面詳細図
	変更図40-1_建具配置図
	変更図40-2_建具配置図
	変更図40-3_建具配置図
	変更図40-4_建具配置図
	変更図41_建具表
	変更図42_建具表
	変更図43_建具表
	変更図44_建具表
	変更図45_建具表
	変更図46_家具図・厨房設備平面図
	変更図53_樹木計画図
	変更図57_吊物機構詳細図１
	変更図58_吊物機構詳細図２


	52_建築_第1回変更図_24.pdfから挿入したしおり
	建築_第1回変更図.pdfから挿入したしおり
	変更図05_配置図・付近見取図
	変更図05-2_求積図・求積表（敷地面積）
	変更図06_求積図・求積表（延べ面積）
	変更図07_求積図・求積表（建築面積）
	変更図08_改修後仕上表
	変更図09_改修後仕上表
	変更図10_平面図1
	変更図11_平面図2
	変更図12_平面図3
	変更図13_平面図ph
	変更図15_立面図
	変更図16_断面図
	変更図35_エレベーター棟平面詳細図
	変更図36_エレベーター棟断面詳細図
	変更図40-1_建具配置図
	変更図40-2_建具配置図
	変更図40-3_建具配置図
	変更図40-4_建具配置図
	変更図41_建具表
	変更図42_建具表
	変更図43_建具表
	変更図44_建具表
	変更図45_建具表
	変更図46_家具図・厨房設備平面図
	変更図53_樹木計画図
	変更図57_吊物機構詳細図１
	変更図58_吊物機構詳細図２


	59_建築_第1回変更図_25.pdfから挿入したしおり
	建築_第1回変更図.pdfから挿入したしおり
	変更図05_配置図・付近見取図
	変更図05-2_求積図・求積表（敷地面積）
	変更図06_求積図・求積表（延べ面積）
	変更図07_求積図・求積表（建築面積）
	変更図08_改修後仕上表
	変更図09_改修後仕上表
	変更図10_平面図1
	変更図11_平面図2
	変更図12_平面図3
	変更図13_平面図ph
	変更図15_立面図
	変更図16_断面図
	変更図35_エレベーター棟平面詳細図
	変更図36_エレベーター棟断面詳細図
	変更図40-1_建具配置図
	変更図40-2_建具配置図
	変更図40-3_建具配置図
	変更図40-4_建具配置図
	変更図41_建具表
	変更図42_建具表
	変更図43_建具表
	変更図44_建具表
	変更図45_建具表
	変更図46_家具図・厨房設備平面図
	変更図53_樹木計画図
	変更図57_吊物機構詳細図１
	変更図58_吊物機構詳細図２


	63_建築_第1回変更図_26.pdfから挿入したしおり
	建築_第1回変更図.pdfから挿入したしおり
	変更図05_配置図・付近見取図
	変更図05-2_求積図・求積表（敷地面積）
	変更図06_求積図・求積表（延べ面積）
	変更図07_求積図・求積表（建築面積）
	変更図08_改修後仕上表
	変更図09_改修後仕上表
	変更図10_平面図1
	変更図11_平面図2
	変更図12_平面図3
	変更図13_平面図ph
	変更図15_立面図
	変更図16_断面図
	変更図35_エレベーター棟平面詳細図
	変更図36_エレベーター棟断面詳細図
	変更図40-1_建具配置図
	変更図40-2_建具配置図
	変更図40-3_建具配置図
	変更図40-4_建具配置図
	変更図41_建具表
	変更図42_建具表
	変更図43_建具表
	変更図44_建具表
	変更図45_建具表
	変更図46_家具図・厨房設備平面図
	変更図53_樹木計画図
	変更図57_吊物機構詳細図１
	変更図58_吊物機構詳細図２


	64_建築_第1回変更図_27.pdfから挿入したしおり
	建築_第1回変更図.pdfから挿入したしおり
	変更図05_配置図・付近見取図
	変更図05-2_求積図・求積表（敷地面積）
	変更図06_求積図・求積表（延べ面積）
	変更図07_求積図・求積表（建築面積）
	変更図08_改修後仕上表
	変更図09_改修後仕上表
	変更図10_平面図1
	変更図11_平面図2
	変更図12_平面図3
	変更図13_平面図ph
	変更図15_立面図
	変更図16_断面図
	変更図35_エレベーター棟平面詳細図
	変更図36_エレベーター棟断面詳細図
	変更図40-1_建具配置図
	変更図40-2_建具配置図
	変更図40-3_建具配置図
	変更図40-4_建具配置図
	変更図41_建具表
	変更図42_建具表
	変更図43_建具表
	変更図44_建具表
	変更図45_建具表
	変更図46_家具図・厨房設備平面図
	変更図53_樹木計画図
	変更図57_吊物機構詳細図１
	変更図58_吊物機構詳細図２



